
昭和44年の美津幼稚園（写真上）と平成23年の楠幼稚園のおもちつき
（現在、美津幼稚園は戎幼稚園と統合しています）

泉大津の暮らしをもっと便利にする広報紙
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法律相談【要予約】予約専用電話　蕁23・4400
　木曜日・第2火曜日　市役所1階市民相談室
　※前日（前日が祝日の場合は前々日）の午前9時から電
話で予約受付。先着8人。相談時間は20分以内。なお、
時間の指定はできません。
一般相談　蕁33・1131
　月～金曜日　午前10時～午後4時30分
　市役所1階市民相談室
交通事故相談　蕁33・1131
　月～金曜日　午前10時～午後4時30分
　市役所1階市民相談室
行政相談　蕁33・1131
　第2月曜日、第4火曜日　午後1時～3時
　市役所1階市民相談室
司法書士相談　蕁33・1131
　第1金曜日　午後1時～3時
　市役所1階市民相談室
土地家屋調査士相談　蕁33・1131
　第3金曜日　午後1時～3時
　市役所1階市民相談室
不動産相談　蕁33・1131
　第2・4金曜日　午後1時～3時
　市役所1階市民相談室
税務相談　蕁33・1131
　第3月曜日　午後1時～3時
　市役所1階市民相談室

特設人権相談　蕁33・1131
　第2・3・4水曜日　午後1時～3時
　市役所1階市民相談室
消費生活相談　蕁33・1131
　月～金曜日　午後1時～4時
　市役所1階消費生活相談コーナー
人権相談　蕁33・1131
　月～金曜日　午前9時～午後5時
　市役所1階人権啓発課相談室
家庭児童相談　蕁33・1131
　月～金曜日　午前9時30分～午後4時
　市役所1階児童福祉課
母子寡婦相談　蕁33・1131
　月・木曜日　午前9時～午後5時
　市役所1階児童福祉課
高齢者総合相談　蕁21・0294
　月～金曜日　午前9時～午後5時15分
　高齢者保健・福祉支援センター（ベルセンター）
心配ごと相談　蕁21・9871
　火曜日　午後1時30分～3時30分
　総合福祉センター
教育・幼児教育相談　蕁31・4460
　月～金曜日　午前9時～午後5時
　教育支援センター
　心の相談ホットライン（蕁26・0005）

医療相談　蕁32・5622
　月～金曜日　午前9時～午後4時　市立病院
防火相談　蕁21・0119
　毎日　午前9時～午後5時　消防本部
労働相談　蕁23・8689
　火～日曜日　午前9時～午後5時
　労働政策課（勤労青少年ホーム内）
就労相談【要予約】　蕁23・8689
　火～金曜日　午前9時～午後5時
　労働政策課（勤労青少年ホーム内）
住宅相談　蕁33・1131
　月～金曜日　午前10時～午後4時
　市役所2階建築住宅課
福祉なんでも相談（出張窓口）　蕁33・1131
　第2・４金曜日 午後1時～午後3時
　地域包括支援センター
女性相談（面談は要予約）
　にんじんサロン 蕁21・6500
　火～金曜日　午前10時～午後5時
　人権啓発課 蕁33・9208
　月～金曜日　午前9時～午後5時

　　　携帯サイトのQRコード：なお閲覧には、通信料が必要です。→

この広報紙は、再生紙を使用しています。また広報紙が届かない世帯の人は、秘書広報課へお問い合わせください。
本市の情報は、インターネットや携帯サイトからもご覧になれます。
PC　http://www.city.izumiotsu.lg.jp/　　　　携帯　http://www.city.izumiotsu.lg.jp/m/

市役所窓口業務は月～金曜日（土・日曜日、
祝日と 12 月 29 日～1 月 3 日の年末年始を
除く）午前 8 時 45 分から午後 5 時 15 分ま
で行っています。

泉大津の寺院今昔(13)　大運寺
住宅の立ち並ぶ曽根町2丁目の一角に、浄土宗の日

曜山無常院大運寺があります。大運寺の開基は不明で
すが、寺伝によれば戦国時代に兵火により焼失した伽
藍を、元和元年（1615）に江戸神田の幡随院建立で
知られる智誉上人（幡随意）が再興したとされます。
天保10年（1838）の「南曽根寺社書上帳」によれ

ば、「浄土宗京都知恩寺末」で、「住持無住」とあり、
また「天神境内」にあったことが記されています。京
都知恩寺とは「百万遍知恩寺」のことで、現在の京都
市左京区にある浄土宗七大本山の一寺院です。天神と
は明治42年（1909）の神社合祀まで南曽根村に存在
した神社で、曽根神社の南、「宮山」という旧地名が残
る場所にありました。
大運寺が天神境内から現在地に移転したのは明治23

（1890）年です。移転のきっかけとなったのは、明治
21年（1888）に起こった暴風でした。それ以前から
劣化が激しかった堂宇がこれによって大破しました。
移転新築された堂宇は、昭和45年、さらに鉄筋コンク
リート造に建て替えられ現在に至っています。
大運寺には寺の歴史を伝える資料が残っています。

本尊の阿弥陀如来坐像は両足部内側の銘から明和3年
（1766）の作であることがわかります。像高は約78
㎝、胸に卍をあらわし胎内には朱漆を施す、18世紀の
優作です。他に、幕末に奉納された銅鑼や伏鉦、仏涅
槃図などが大切に伝えられています。
次回は　泉大津の寺院今昔(14)をお伝えします。

大運寺
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。
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。
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現在のいずみおおつのすがた

泉大津市の古い写真を探しています。
　市では写真集「写真で見る泉大津市の70年（仮称）」の発行
と写真展を企画しています。明治・大正・昭和の泉大津市内に
おける施設、風景、行事、人物、歴史事象などの写真や資料が
ありましたらご提供くださいますようお願いいたします。詳し
くは秘書広報課へ問い合わせ、またはホームページをご参照く
ださい。

だんじりまつり 消防出初式

成人式

泉大津駅構内

だ

か

い

し

あ

ま

本
市
は
平
成
24
年
で
市
制
70
周

年
を
迎
え
ま
す
。
広
報
で
記
録

し
て
い
た
懐
か
し
い
写
真
を
カ

ル
タ
風
に
ご
紹
介
。
本
市
の
あ

ゆ
み
を
振
り
返
り
ま
す
。

蜷巻頭言／思い出カルタ



BLUE

YELLOW

PURPLE

GREEN ORANGE

others

だいだい

むらさき 1  4/

あなたの
大好きな

いずみおおつって
なに色ですか？

～

あか
RED

あお

きいろ

次の７つの
候補から

選んでください

その他
募集期間

みどり だいだい

むらさき

大津市は、もうすぐ 70 周年を迎えます！　これを
機に、これまでなかった泉大津市の「イメージカラー」
を策定します。

　イメージカラーをつくることで、市民の郷土愛やさらなる
一体感を育み、市のブランドイメージを確立したいと思いま
す。みんなで元気な「泉大津市」を内外に発信していきましょ
う！
　市民の皆さんのご意見を参考にしたく、アンケートを実施
します。子どもからお年寄りまで、みなさんがイメージする「泉
大津市の色」をお寄せください！
【泉大津市イメージカラー候補】
①あか　②あお　③きいろ　④みどり　⑤だいだいいろ　
⑥むらさき　⑦その他（自由回答）

●アンケート内容・応募方法
　次の３点についてご記入いただき、ＦＡＸ、メール、郵送で
ご応募いただくか、アンケート回収箱に直接入れてください。
①お住まいの町名
②前記の「泉大津市イメージカラー候補」の中から選んだカ
ラー（２つまで回答可）
③その色を選んだ理由

●アンケート用紙・回収箱設置場所
市役所ロビー、市民会館、南公民館、北公民館、図書館、総
合体育館
※アンケート用紙は、市ホームページからもダウンロード可
●アンケート実施期間　１月４日㈬～31日㈫
●応募先　〒５９５ー８６８６　（住所記載不要）企画調整課
（薨 21・0412　メール＝otsucolor@city.izumiotsu.osaka.
jp）

（備考）
▷今回のアンケートへの応募は、市民の人に限らせていただ
きます。
▷イメージカラーは、今回のアンケート結果を参考に、泉大
津市イメージカラー策定委員会にて決定し、広報いずみお
おつ４月号で公表する予定です。
▷決定したイメージカラーは、広報紙や市ホームページ、市
が実施するイベントなどさまざまな機会で積極的に活用し、
市内外に広くＰＲしていくとともに、末永く使用していき
ます。
問合　企画調整課（市役所４階）

イメージカラー
アンケート
実施！

泉大津市

1 2

3 4 5

76

市制 70周年を記念し、市の「イ
メージカラー」を決定します！ 

皆さんのご意見お寄せください

1  31/

W
ed.

Tue.

泉

4

マ
イ
保
育
所
（
園
）
に
登
録
し
ま
せ

ん
か
？ 

　「
か
か
り
つ
け
の
病
院
」
が
あ
る

と
安
心
で
き
る
よ
う
に
、
市
で
は
、

登
録
し
た
保
育
所
が
「
か
か
り
つ
け

の
保
育
所
」
と
な
っ
て
子
育
て
を
支

援
す
る
「
マ
イ
保
育
所
（
園
）」
制

度
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
育
児
に
対
す
る
不
安
や

負
担
を
解
消
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

保
育
所
を
身
近
な
子
育
て
支
援
拠
点

と
位
置
付
け
、
保
育
所
入
所
前
か
ら

保
育
所
で
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い

た
だ
く
も
の
で
す
。
た
だ
し
、
優
先

的
に
入
所
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

マ
イ
保
育
所
で
で
き
る
こ
と

☆
育
児
体
験
や
育
児
見
学
　
　

▽
保
育
所
行
事
の
見
学
・
参
加
（
月

に
１
回
程
度
実
施
）

▽
出
産
前
の
保
育
所
見
学
（
乳
幼
児

の
生
活
）、
お
む
つ
交
換
・
沐
浴

な
ど
の
育
児
体
験

▽
赤
ち
ゃ
ん
と
の
触
れ
合
い
、
手
遊

び
（
月
齢
ご
と
の
赤
ち
ゃ
ん
の
特

徴
）

▽
離
乳
食
の
ア
ド
バ
イ
ス
、
給
食
の

試
食

☆
育
児
相
談
（
随
時
）

▽
保
育
士
な
ど
に
よ
る
育
児
相
談
、 

健
康
相
談
、
発
育
相
談

登
録
で
き
る
人
　
母
子
保
健
手
帳
を

交
付
さ
れ
た
人
・
３
歳
未
満
の
未
就

園
児
の
保
護
者

登
録
方
法
　
児
童
福
祉
課
に
て
「
マ

イ
保
育
所
登
録
申
請
書
」
を
受
け
付

け
後
、「
登
録
カ
ー
ド
」
を
発
行

登
録
の
注
意
事
項

▽
保
護
者
１
人
に
つ
き
、
１
保
育
所

の
登
録

▽
体
験
は
一
日
２
人
程
度
（
人
数
が

重
な
っ
た
場
合
調
整
し
ま
す
）

▽
登
録
の
変
更
は
２
回
ま
で
可
能

※

サ
ー
ビ
ス
内
容
は
各
保
育
所
で
異

な
り
ま
す

そ
の
他
注
意
事
項

▽
希
望
す
る
日
の
３
日
前
ま
で
に
保

育
所
（
園
）
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
▽
持
ち
物
は
保
育
所
（
園
）
に
お
聞

き
く
だ
さ
い

▽
マ
イ
保
育
所
登
録
カ
ー
ド
は
、
３

歳
に
な
っ
た
年
の
年
度
内
ま
で
は

利
用
で
き
ま
す
が
、
保
育
所
・
幼

稚
園
に
入
園
す
る
と
無
効
に
な
り

ま
す

▽ 

登
録
カ
ー
ド
は
、
登
録
し
た
人

の
み
利
用
で
き
ま
す
。
他
人
に
譲

渡
で
き
ま
せ
ん

▽
市
内
の
登
録
可
能
な
保
育
所
（
園
）

に
限
り
ま
す

問
合
　
児
童
福
祉
課
（
市
役
所
１
階

11
番
窓
口
）

ファミリー・サポート・
センター 会員募集

■ 講習会日程表

マ
イ
保
育
所

登
録
し
ま
せ
ん
か
？

保
育
所
入
所
前
か
ら
、
育
児
体
験
や
保
育
士
に
よ
る
育

児
相
談
な
ど
、
保
育
所
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
制
度

で
す
。

　ファミリー・サポート・センターは、地域の子育てを支
援する登録制の組織です。保育所、学校などの開始前や終
了後に子どもを預かってほしい、子育てを離れてスポーツ
や買い物などでリフレッシュしたい、子育てに忙しいあな
たのニーズに応えます。
　登録を希望する人は右下表の講習会を受講してください。
会員の種類　
○依頼会員（子育ての援助を受けたい人）
　原則として、市内在住で生後３か月から小学校６年生ま
でのお子さんを持つ人で、センターが実施する講習会（２
時間程度）を修了した人。
○提供会員（子育ての援助を行いたい人）
　市内および市に隣接する市・町に在住し、自宅で子ども
を預かることのできる心身ともに健康な 65 歳ぐらいまで
の人で、センターが実施する講習会（8 時間 30 分程度）
を修了した人。なお資格・性別は問いません。
○両方会員　依頼会員と提供会員を兼ねる人
利用料金　 1時間700円（原則午前7時～午後9時）

　援助活動終了後、依頼会員が提供会員に直接支払います。
講習会の詳細
受講料　無料
場所　総合福祉センター　（東雲町９-15　市役所北隣）　　
申込　１月４日㈬～25 日㈬（土・日曜日、祝日を除く）ま
でに、いずみおおつファミリー･サポート･センター（総合
福祉センター内）へ。電話申し込み可。
　なお、「提供会員」および「両方会員」の講習については、
受講者が10人未満の場合は中止とさせていただきます。
問合　いずみおおつファミリー・サポート・センター（☎
22・4152( よいこに )　開所時間…月～金曜日、午前９時
～午後５時）

日程（曜日）

２月１日㈬
午前9時30分～正午

１月30日㈪
午前9時30分～11時30分
１月31日㈫
午前9時30分～11時30分

１月29日㈰
午前9時30分～11時30分

会員名
依頼会員
提供会員
両方会員
提供会員
両方会員
提供会員
両方会員
提供会員
両方会員

内　容

子どもの発達と心理／子ど
もの虐待について

ファミリー・サポート・セ
ンターのしくみについて

保育のあり方
あそび方について

緊急時の対応と処置、事故予
防と子どもの病気について

5 広報いずみおおつ　平成24年1月号

蜷イメージカラーアンケート／マイ保育所／ファミリー･サポート･センター



国民健康保険
　
本
市
の
国
保
加
入
者
は
ど
の
よ
う

な
病
気
が
多
い
か
、
平
成
22
年
５
月

診
療
分
を
医
療
費
と
件
数
で
見
る

と
、
特
に
循
環
器
系
の
疾
病
を
中
心

と
す
る
生
活
習
慣
病
が
多
く
な
っ
て

い
ま
す
（
図
１
）。

★
生
活
習
慣
を
改
善
し
ま
し
ょ
う

　
高
血
圧
や
糖
尿
病
、
が
ん
な
ど
の

生
活
習
慣
病
は
、
毎
日
の
悪
い
生
活

習
慣
が
積
み
重
な
っ
て
発
症
す
る
も

の
で
す
。
健
康
づ
く
り
の
た
め
、
ま

ず
は
毎
日
の
生
活
習
慣
を
見
直
し
ま

し
ょ
う
。

▽
食
生
活
を
見
直
し
ま
し
ょ
う

　
毎
日
の
食
事
は
健
康
と
密
接
に
結

び
つ
い
て
い
ま
す
。
栄
養
の
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
正
し
い
食
生
活
を
心
が

け
、
以
下
の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

①
動
物
性
脂
肪
は
控
え
ま
し
ょ
う

②
肉
中
心
か
ら
野
菜
中
心
の
献
立
に

変
え
ま
し
ょ
う

③
食
塩
は
１
日
男
性
９ｇ
、
女
性
７
・

５
ｇ
未
満
に
抑
え
ま
し
ょ
う

④
カ
ル
シ
ウ
ム
を
十
分
に
と
り
ま

し
ょ
う

⑤
お
酒
や
間
食
は
控
え
ま
し
ょ
う

▽
適
度
な
運
動
を
心
が
け
ま
し
ょ
う

　
日
常
生
活
の
中
に
積
極
的
に
運
動

を
取
り
入
れ
ま
し
ょ
う
。
忙
し
い
毎

日
の
中
で
、
運
動
時
間
を
つ
く
り
出

す
の
が
難
し
い
人
に
は
、
い
つ
で
も

ど
こ
で
も
で
き
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が

お
す
す
め
で
す
。
今
ま
で
よ
り
も
１

日
１
０
０
０
歩
（
高
齢
者
は
１
３
０

０
歩
）
多
く
歩
く
こ
と
を
目
標
に
、

積
極
的
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
取
り
組

ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

　
生
活
習
慣
病
の
予
防
を
目
的
と
し

た
特
定
健
診
に
つ
い
て
、
22
年
度
の

受
診
率
が
確
定
し
ま
し
た
。

　
22
年
度
の
対
象
者
１
万
２
６
９
５

人
中
、
３
８
１
９
人
の
人
が
受
診
し
、

受
診
率
は
30
・
１
％
で
し
た
。
昨
年

度
は
30
・
４
％
（
対
象
者
１
万
２
９

６
２
人
中
、
３
９
３
９
人
）
で
し
た

の
で
、
０
・
３
％
（
１
２
０
人
）
減

少
し
ま
し
た
。

　
受
診
者
を
性
別
、
年
齢
別
で
見
る

と
、
20
、
21
年
度
と
同
様
に
、
男
性

よ
り
女
性
の
方
が
多
く
受
診
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
年
齢
が
若
い
ほ
ど
受

診
率
が
低
く
な
っ
て
い
ま
す
（
図

２
）。

　
特
定
健
診
の
結
果
を
見
る
と
、
こ

ち
ら
も
20
、
21
年
度
と
同
じ
よ
う
な

状
況
で
、
メ
タ
ボ
、
お
よ
び
メ
タ
ボ

予
備
群
に
該
当
す
る
人
の
割
合
は
、

26
・
９
％
（
１
０
２
７
人
）
で
、
４

人
に
１
人
が
該
当
し
て
い
る
こ
と
に

な
り
ま
す
（
図
３
）。

　
特
定
健
診
を
受
診
し
、
そ
の
結
果
、

生
活
習
慣
病
の
リ
ス
ク
が
高
い
と
判

定
さ
れ
た
人
に
対
し
て
行
わ
れ
た
特

定
保
健
指
導
の
利
用
率
は
10
・
７
％

（
対
象
者
４
３
８
人
中
、
47
人
）
で

し
た
。
昨
年
度
の
利
用
率
は
20・５
％

（
対
象
者
４
４
３
人
中
、
74
人
）
で

し
た
の
で
、
９
・
８
％
（
27
人
）
減

少
し
ま
し
た
（
図
４
）。

　
22
年
度
の
特
定
保
健
指
導
を
終
了

し
た
人
の
う
ち
、
平
成
23
年
９
月
末

ま
で
に
今
年
度
の
特
定
健
診
を
受
診

し
た
30
人
の
受
診
結
果
を
見
る
と
、

保
健
指
導
レ
ベ
ル
が
改
善
し
た
人
が

22
人
で
、
変
化
が
な
い
人
は
８
人
で

し
た
。
悪
化
し
た
人
は
い
ま
せ
ん
で

し
た
。

　
特
定
健
診
、
特
定
保
健
指
導
の
受

診
率
、
利
用
率
の
向
上
に
向
け
、
市

国
保
で
は
５
年
間
の
目
標
を
設
定
し

て
い
ま
す
。
22
年
度
の
特
定
健
診
の

目
標
は
45
％
で
し
た
が
、
実
績
は

30・１
％
で
、
大
き
く
目
標
を
下
回
っ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
22
年
度
の
特
定
保
健
指
導

の
目
標
は
25
％
で
し
た
が
、
実
績
は

10
・
７
％
で
、
こ
ち
ら
も
大
き
く
目

標
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

　
計
画
最
終
年
度
の
24
年
度
に
は
、

特
定
健
診
の
受
診
率
65
％
、
特
定
保

健
指
導
の
利
用
率
45
％
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

　
受
診
率
、
利
用
率
の
向
上
に
向
け

た
取
り
組
み
を
21
年
度
か
ら
行
っ
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
も
っ
と
多

く
の
人
に
受
診
、
利
用
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
な
受
診
方
法
や
内
容
を
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

　
23
年
度
の
特
定
健
診
は
平
成
24
年

３
月
31
日
ま
で
受
診
で
き
ま
す
。

対
象
者
　
泉
大
津
市
国
民
健
康
保
険

に
加
入
し
て
い
る
人
の
う
ち
、
40
〜

74
歳
の
人
（
75
歳
誕
生
日
の
前
日
〜

昭
和
47
年
３
月
31
日
生
ま
れ
）

▽
個
別
健
診
（
市
内
指
定
医
療
機
関
）

持
物
　
①
特
定
健
康
診
査
受
診
券
・

質
問
票
（
紛
失
し
た
人
は
再
発
行
し

ま
す
）　
②
泉
大
津
市
国
民
健
康
保

険
被
保
険
者
証
（
保
険
証
）　
③
健

診
料
（
１
０
０
０
円
）　
④
介
護
保

険
被
保
険
者
証
（
65
歳
以
上
の
人
）

▽
集
団
健
診

　
２
月
に
、
好
評
の
ホ
テ
ル
健
診
を

追
加
実
施
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。
ホ
テ
ル
健
診
の

詳
し
い
内
容
は
次
号
（
２
月
号
）
で

ご
案
内
し
ま
す
。

　
平
成
20
年
度
か
ら
の
特
定
保
健
指

導
の
実
績
を
見
る
と
、
メ
タ
ボ
改
善

効
果
が
表
れ
て
い
ま
す
。
特
定
保
健

指
導
の
案
内
通
知
が
届
い
た
人
は
、

ぜ
ひ
、
無
料
で
利
用
で
き
る
特
定
保

健
指
導
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
　
保
険
年
金
課
（
市
役
所
１
階

５
番
窓
口
）

国民健康保険事
業

医
療
費
・
件
数
か
ら
見
た

疾
病
状
況

特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導

目
標
と
実
績

特
定
健
診
の
受
診
率
な
ど

特
定
保
健
指
導
の
利
用
率
な
ど

今
後
の
特
定
健
診
の
予
定

特
定
保
健
指
導
の
ご
利
用
を
！

■ 心臓病などの循環器系疾患が最も多い
■ 特定健診･特定保健指導などを受け、
　 生活習慣を見直しましょう！
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　平成 23 年 12 月、メタボ川柳・標語の表彰式が行われ、市
長から表彰状と記念品が手渡されました。
　市民一人ひとりが健康な生活を送るために、自身の健康に
留意し、生活習慣病およびメタボリック症候群の予防・改善に、
より一層の理解と関心を深めることを目的とし、これらに関
連する「標語」・「川柳」作品を募集したところ、70 点の応募
がありました。選考の結果、次の作品が平成23年度の最優秀
作品、優秀作品に決定し、受賞者の方々に表彰状が手渡され
ました。なお、最優秀作品は保険年金課の印刷物に掲載します。

最優秀作品
　切れません　お腹つかえて　足の爪（二田町・村田京子さん）
　　　　　
優秀作品
　年齢を　重ねてお腹　超年輪（虫取町・小川亀子さん）
　健康は　習慣づける　一歩から（虫取町・葛城隆雄さん）
　　　　　
　　

①循環器系の疾患
②内分泌、栄養及び代謝疾患
③呼吸器系の疾患
④筋骨格系及び結合組織の疾患
⑤眼及び付属器の疾患
⑥消化器系の疾患
⑦皮膚及び皮下組織の疾患
⑧精神及び行動の障害
⑨感染症及び寄生虫症
⑩新生物
⑪その他

3,023件
1,799件
1,661件
1,487件
1,322件
994件
826件
710件
570件
546件
2,024件

①循環器系の疾患（心臓病・脳卒中など）
②新生物（がんなど）
③精神及び行動の障害（統合失調症など）
④筋骨格系及び結合組織の疾患（関節症・神経痛など）
⑤内分泌、栄養及び代謝疾患（糖尿病・甲状腺疾病など）
⑥腎尿路生殖器系の疾患（腎臓の疾患・膀胱炎など）
⑦消化器系の疾患（胃および十二指腸の疾病など）
⑧呼吸器系の疾患（ぜんそく・風邪など）
⑨損傷、中毒及びその他の外因の影響（骨折など）
⑩神経系の疾患
⑪その他

疾病の種類 疾病の種類医療費 件数
8,606万 3,860円
6,032万 3,790円
4,376万 6,560円
3,106万 2,190円
2,982万 4,730円
2,828万 1,930円
2,763万 5,270円
2,500万 5,190円
2,119万 5,860円
1,719万 2,920円
5,532万 1,440円

■図１ 医療費・件数から見た疾病状況（平成 22年 5月診療分）

医療費総額　４億 2,567 万 3,740 円 総件数　１万 4,962 件

■図２　特定健診 年齢別受診者数

8740～
 44 歳
45～
 49 歳

55～
 59 歳
60～
 64 歳

50～
 54 歳

（単位：人）

男性（1,526 人）
女性（2,293 人）99

81
83
85
109
108

193
267

567
484

674
414

568

65～
 69 歳
70～
 74 歳

■図３　特定健診受診者の
　　　　メタボ該当者の割合

メタボ該当
17.3％662人

365人

2,792 人

メタボ予備群
9.6％

非該当
73.1％

■図４　特定保健指導の利用者の割合
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20%
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10%
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…積極的支援 …動機付け支援 …計

23.4％
20.5％

　特定保健指導は、特定健康診査の結果から、生活習慣病の発症リスクが高
く、生活習慣の改善による生活習慣病の予防効果が多く期待できる人に対し、
生活習慣を見直すサポートを行うものです。
　「動機付け支援」は、個別もしくはグループで原則１回の支援となります。
　「積極的支援」は、「動機付け支援」と同様の初回の支援を行った後、継続
的に３か月以上の支援を行います。

メタボ川柳･標語表彰
が行われました。

泉大津市国民健康保険

メタボ川柳・標語の
表彰者の皆さんと神
谷市長。左から葛城
さん、小川さん、村
田さん

表彰のようす

7 広報いずみおおつ　平成24年1月号

蜷分析！国民健康保険事業／メタボ川柳･標語表彰



　
平
成
22
年
12
月
か
ら
家
庭
系
可
燃

ご
み
を
有
料
化
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

１
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
有
料
化
後
、

皆
さ
ん
の
ご
家
庭
か
ら
出
る
ご
み
の

量
は
、
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。

　
有
料
化
後
１
年
間
の
家
庭
か
ら
出

る
可
燃
ご
み
の
量
は
、
一
般
廃
棄
物

処
理
基
本
計
画
の
基
準
年
で
あ
る
平

成
20
年
度
と
比
較
し
て
、
約
27
％
減

量
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
市
民
一
人
が
１
年
間
に
排

出
す
る
可
燃
ご
み
の
量
は
、
平
成
20

年
度
の
２
０
９
㎏
と
比
較
し
、
有
料

化
後
１
年
間
で
１
５
４
㎏
と
、
55
㎏

も
ダ
イ
エ
ッ
ト
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
ご
み

の
減
量
・
分
別
に
ご
協
力
く
だ
さ
っ

た
結
果
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
今
後
と
も
さ
ら
な
る
減
量
・
分
別

に
向
け
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　
な
お
、
毎
月
の
ご
み
の
減
量
状
況

は
最
終
ペ
ー
ジ
の
資
源
ご
み
収
集
日

の
欄
に
て
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

★
リ
フ
ュ
ー
ズ
（
断
る
）　
　
　
　

レ
ジ
袋
を
断
る
と
５
〜
10
ｇ
の
減
量

★
リ
デ
ュ
ー
ス
（
減
ら
す
）　
　
　

食
べ
残
し
を
な
く
す
と…

き
ゅ
う
り

１
本
90
ｇ
、
納
豆
１
パ
ッ
ク
で
45
ｇ

の
減
量

★
リ
ユ
ー
ス
（
再
び
使
う
）　
　
　

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
リ
ユ
ー
ス

シ
ョ
ッ
プ
を
利
用
す
る…

古
着
（
薄

手
の
カ
ー
デ
ィ
ガ
ン
）
１
枚
で
約
２

５
０ｇ
の
減
量

★
リ
サ
イ
ク
ル
（
再
生
利
用
）　
　

紙
類
の
分
別
を
徹
底
す
る
と
、
広
告

の
紙
８
枚
で
約
１
０
０ｇ
の
減
量

一
般
家
庭
ご
み
有
料
化
か
ら
１
年

ご
み
の
量
は
ど
う
な
っ
た
？

可
燃
ご
み
有
料
化
か
ら
１
年
た
ち
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
努
力
の
お
か
げ
で
ご
み
の
減
量
は
ど
ん
ど
ん

進
ん
で
い
ま
す
。
ど
れ
ぐ
ら
い
ご
み
「
ダ
イ
エ
ッ
ト
」
で
き
た
の
か
、
ご
報
告
し
ま
す
。

排
出
し
な
い
努
力
も
重
要
！

少
し
の
意
識
が
ご
み
減
量
に
直
結

実施日時　２月２日㈭　午前 10時～正午（この後試食
会があります）
メニュー　▷大根と鶏肉のべっこう煮　▷白身魚と白
ネギの難波漬け　▷大根の茎入り　卵のスープ　▷大
根葉の混ぜごはん　▷オレンジいっぱいゼリー
開催場所　総合福祉センター
定員　24 人　※一時保育あります（１歳半～未就学児
まで。要予約）
講師　㈱大阪ガスクッキングスクール堺　インストラ
クター
受講料　500 円　（参加者には、マイ箸（㈱大阪ガス協
賛）をプレゼント !!）
申込方法　１月 11日㈬　午前９時から電話で生活環境
課（☎33・9192、33・9193）へ
※先着順で、定員になりしだい締め切ります。できる
だけたくさんの人にご参加いただけるよう、初回参加
の人を優先させていただきます。ご了承ください。
問合　生活環境課（市役所１階３番窓口）

　ダイエー泉大津店が、積極的にごみの減量化とリサイクルに
取り組んでいる功績を評価され、大阪府リサイクル社会推進会
議より優良エコショップ店として、表彰されました。
　特に、本市と共同で行った「レジ袋削減・マイバック推進運動」
が評価されました。
　今後ともお買いものにはマ
イバッグを持参し、レジ袋の
削減にご協力をお願いいたし
ます。

本市では、ごみ減量に向けたスローガンを「プ
ロジェクト ! ! G-50（プロジェクト ジー・ゴジュ
ウ）」としています。「G」とは、ローマ字のご

み「Gomi」、英 語 の ご み「Garbage」、ロ ー マ 字 の 減 量
「Genryo」の３つの頭文字を表し、「-50」は家庭系可燃ごみの減
量目標指数である50％減（平成20年度比）を表しています。

　10月から㈱ダイエー泉大津店と共同で行っていた「レ
ジ袋削減・マイバッグ推進モデル事業」は、平成 23 年
12 月 31 日をもって終了しました。ご協力いただき、
ありがとうございました。

ごみ減量に向けたスローガン

プロジェクト!!
ごみ減量に向けたスローガン

ジーゴジュウ

大根まるごと１本使って
エコクッキング！

ダイエー泉大津店が
「優良エコショップ」表彰受ける

エコバッグの交換は終了しました。

エコクッキング教室
第３弾！

表彰を受けたダイエー泉
大津店の店長梶木さん
（右）と副店長の久保さん
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歴史を学ぶ面白さ
戦国の武将と女性 -虚と実

毎日
（32人）

ほぼ毎日
（52人）

50％以上
（56人）

30％程度
（33人）

●
１
月
22
日
㈰
　「
戦
国
の
た
く
ま

し
い
女
性
た
ち
」
渡
辺
武
氏
（
元
大

阪
城
天
守
閣
館
長
）

大
阪
城
天
守
閣
に
38

年
間
勤
務
し
、
豊
臣

秀
吉
と
大
坂
城
研
究

の
第
一
人
者
。
１
９
３
７
年
兵
庫
県

生
ま
れ
。
京
都
大
学
文
学
部
卒
。
高

校
教
員
を
経
て
、
１
９
６
２
年
大
阪

城
天
守
閣
学
芸
員
と
な
り
、
織
田
・

豊
臣
時
代
の
研
究
に
携
わ
り
ま
し

た
。
１
９
９
１
年
に
館
長
に
就
任
し
、

２
０
０
０
年
に
退
職
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
愛
媛
大
学
、
甲
南
大
学
、

帝
塚
山
学
院
大
学
な
ど
で
博
物
館

学
、
古
文
書
学
な
ど
の
講
師
、
客
員

教
授
を
務
め
ま
し
た
。

　
ほ
か
に
国
の
史
跡
出
石
古
城
跡
、

八
木
城
跡
、
篠
山
城
跡
な
ど
の
保
存

整
備
検
討
委
員
に
就
任
し
、
石
垣
の

復
元
や
歴
史
的
環
境
の
保
全
に
尽
力

し
ま
し
た
。

　
大
阪
城
天
守
閣
で
は
、
時
代
を

生
々
し
く
伝
え
る
甲
冑
や
古
文
書
な

ど
の
収
集
に
努
め
、
今
日
の
「
安
土

桃
山
時
代
の
日
本
有
数
の
博
物
館
」

を
つ
く
り
上
げ
ま
し
た
。
天
守
閣
が

現
在
、
収
蔵
し
て
い
る
史
料
約
１
万

点
の
う
ち
、
３
分
の
１
の
収
集
に
関

わ
っ
た
と
い
わ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
本
丸
地
下
７
・
３
メ
ー
ト

ル
に
眠
る
秀
吉
時
代
の
石
垣
発
見
な

ど
で
知
ら
れ
る
１
９
５
９
年
の
大
坂

城
総
合
学
術
調
査
の
後
を
受
け
て

ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
、
発
掘
調
査
な
ど

を
続
け
、
大
坂
城
史
の
解
明
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

　
講
演
で
は
、
戦
国
の
世
に
苛
酷
な

運
命
に
さ
ら
さ
れ
な
が
ら
強
い
意
思

を
持
っ
て
活
躍
し
た
女
性
た
ち
の
、

波
乱
万
丈
の
人
生
に
光
を
当
て
ま

す
。
　

　
秀
吉
の
正
室
お
ね
（
北
政
所
）
や

茶
々
（
淀
殿
）・
初
・
江
の
浅
井
３

姉
妹
、
宇
喜
多
秀
家
夫
人
豪
姫
、
歌

舞
伎
の
元
祖
「
出
雲
の
阿
国
（
お
く

に
）」
な
ど
歴
史
舞
台
を
た
く
ま
し

く
生
き
抜
い
た
女
性
た
ち
の
生
き
ざ

ま
は
、
今
の
時
代
に
新
た
な
共
感
を

呼
ぶ
こ
と
で
し
ょ
う
。

カルチャー・スコール　シリーズ16（第44回）

講
演
会
場
は
市
民
会
館
。
時
間
は
午
後
２
時
〜
３
時
30
分
。
入
場
無
料
。
午
後
１

時
か
ら
整
理
券
配
付
。
南
海
電
鉄
後
援
。
問
合
　
秘
書
広
報
課
（
市
役
所
４
階
）

写
真
／
大
坂
城
天
守（
下
写
真
）の
窓
か
ら
泣
い
て
外
を
見
る
侍
女
た
ち（
天
守
３
層
左
側
を
部
分
拡
大
）

重
要
文
化
財
「
大
坂
夏
の
陣
図
屏
風
」
か
ら
（
大
阪
城
天
守
閣
蔵
）

歴史を学ぶ面白さ
戦国の武将と女性 -虚と実

弱肉強食の戦国時代。生き残りをかけて武勇と知略、謀略を尽くして戦った武将たち。
その陰で、男たちの政争の道具として翻弄されながらも力強く生きた女性たち。第一
線の歴史研究者が、史料に基づいて戦国の武将と女性の生き方を探ります。

　ごみ減量化対策の一環として、生ごみ処理機、コンポス
ト容器の購入者に対し、予算の範囲内で助成金または補助
金を交付します。事前申請が必要です。先に購入した場合は、
助成金または補助金の対象とはなりませんので、ご注意く
ださい。
　なお、助成金などを受けられる人や、助成についての詳
細はホームページをご覧いただくか、生活環境課へお問い
合わせください。　　
事前申請受付期間
２月29日㈬まで随時募集中
※先着順。予算額に到達した時点で締め切り
（生ごみ処理機約50台、コンポスト容器約20台を予定）

生ごみ処理機の利用者に実施したアンケートの一部
▷生ごみが大幅に減り、ごみ収集日が気にならなくなった
▷すぐに肥料として使えるので便利
▷思ったより簡単で使いやすかった
問合　生活環境課（市役所１階３番窓口）

キッチンからエコ始めませんか？
生ごみ処理機 購入助成希望者募集

助成額が、従来の２分の１からの３分の２（上限あり）
に増額しました。　　

生ごみ処理機について…

リサイクルに取り組んだ感想

使用頻度 生ごみが
減った量

毎日
（32人） 50％以上

（56人）

30％程度
（33人）

10％程度
（16人）

かわらない
（１人）

無回答
（３人）

ほぼ毎日
（52人）

ごみ処理の習慣が変わった（80人）
ごみ減量意識が芽生えた（55人）

買いものの仕方が変わった（6人）
その他（6人）
調理の仕方が変わった（４人）

０ 20 40 60 80（人）

無
回
答（
４
人
）

使わなく
なった（12人）

と
き
ど
き

（
43
人
）

20
％
程
度

（
30
人
）

６万円の処理機が
、

２万円の
負担でOK！

例 処理機購入費　　６万円
市助成額　　　　４万円
→ご負担額　　　２万円

（複数回答可）
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20 歳になると国民年金に
加入していただくことに
なります。厚生年金など
に加入している人も、国
民年金に加入しているこ
とになり、すべての公的
年金に共通するため、「基
礎年金」ともいいます。

20歳になったら
新成人の皆さ

ん

おめでとうご
ざいます！

　
国
内
に
居
住
す
る
20
歳
以
上
60
歳

未
満
の
す
べ
て
の
人
は
国
民
年
金
に

加
入
し
、
国
民
年
金
の
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
収
入
な
ど

が
な
く
保
険
料
の
支
払
い
が
困
難
な

場
合
は
「
学
生
納
付
特
例
」（
学
生

の
み
）、「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」

（
30
歳
未
満
）
な
ど
の
保
険
料
免
除

制
度
が
あ
り
ま
す
。

老
後
だ
け
じ
ゃ
な
い
！
　
国
民
年
金

（
基
礎
年
金
）
３
つ
の
メ
リ
ッ
ト

①
老
後
を
支
え
ま
す
↓
老
齢
基
礎
年

金
②
病
気
や
け
が
で
障
が
い
の
状
態
に

な
っ
た
と
き
に
支
え
ま
す
↓
障
害

基
礎
年
金

③
加
入
者
が
亡
く
な
っ
た
と
き
、
子

の
あ
る
配
偶
者
・
子
を
支
え
ま
す

↓
遺
族
基
礎
年
金

世
代
と
世
代
の
支
え
合
い
の

仲
間
入
り

　
公
的
年
金
制
度
は
、
現
役
世
代
が

納
め
る
保
険
料
で
高
齢
者
の
年
金
を

負
担
す
る
と
い
う
「
世
代
と
世
代
の

支
え
合
い
」
が
基
本
で
す
。

公
的
年
金
制
度
は
２
階
建
て

　
日
本
の
公
的
年
金
制
度
は
、
右
下

図
の
よ
う
に
「
２
階
建
て
構
造
」
に

な
っ
て
い
ま
す
。

20
歳
の
お
届
け
が
必
要
で
す

　
20
歳
の
誕
生
月
に
、
日
本
年
金
機

構
か
ら
、
国
民
年
金
加
入
手
続
き
の

書
類
が
郵
送
で
届
き
ま
す
。
そ
の
書

類
を
、
同
封
さ
れ
て
い
る
返
信
用
の

封
筒
で
送
る
か
、
市
役
所
保
険
年
金

課
の
窓
口
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

免
除
制
度
を
利
用
し
た
い
人
も
申
請

が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
平
成
24
年
３
月
ま
で
の
学

生
納
付
特
例
は
平
成
24
年
４
月
を
過

ぎ
る
と
申
請
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

手
続
き
が
ま
だ
の
人
は
至
急
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

問
合
　
保
険
年
金
課
国
民
年
金
係

（
市
役
所
１
階
５
番
窓
口
）

源
泉
徴
収
票
が
送
付
さ
れ
ま
す

　
国
民
年
金
や
厚
生
年
金
保
険
な
ど

の
う
ち
、
老
齢
を
支
給
事
由
と
す
る

年
金
（
老
齢
基
礎
年
金
・
老
齢
厚
生

年
金
・
老
齢
年
金
・
通
算
老
齢
年
金

な
ど
）
を
受
け
て
い
る
す
べ
て
の
人

に
、「
平
成
23
年
分
公
的
年
金
等
の

源
泉
徴
収
票
」
が
日
本
年
金
機
構
本

部
か
ら
１
月
末
ま
で
に
送
付
さ
れ
ま

す
。

　
こ
の
「
源
泉
徴
収
票
」
に
は
、
平

成
23
年
中
に
受
け
た
年
金
額
、
源
泉

徴
収
さ
れ
た
所
得
税
額
、
特
別
徴
収

さ
れ
た
介
護
保
険
料
額
な
ど
が
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
所
得
税
の
確

定
申
告
を
す
る
際
に
添
付
し
て
く
だ

さ
い
。

　
紛
失
や
未
着
、
ま
た
は
、
２
枚
以

上
必
要
な
場
合
は
、
堺
西
年
金
事
務

所
で
再
交
付
の
申
請
を
し
て
く
だ
さ

い
。
そ
の
際
、
年
金
証
書
・
印
鑑
・

身
分
証
明
で
き
る
も
の
（
免
許
証
や

保
険
証
な
ど
）
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
障
害
年
金
や
遺
族
年
金
な

ど
は
課
税
対
象
と
な
っ
て
い
な
い
た

め
、「
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」

は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

問
合
　
日
本
年
金
機
構
堺
西
年
金
事

務
所
　（
☎
０
７
２
・
２
４
３
・
７

９
０
０
）　
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
　

（
☎
０
５
７
０
・
０
５
・
１
１
６
５
）

■ 公的年金制度の
　 仕組み 厚生年金保険

共済　など

国民年金（基礎年金）

第１号被保険者
農業･自営業者･学生
など
（1,938万人）

第３号被保険者
第２号被保険者に扶
養されている配偶者
（1,005万人）

第２号被保険者
サラリーマンや公務
員など
（3,884万人）

6,827 万人

10

市･

府
民
税
が

変
わ
り
ま
す
。

□ 

扶
養
控
除
の
見
直
し

▽
16
歳
未
満
の
扶
養
親
族
に
つ
い
て

　
子
ど
も
手
当
の
創
設
に
伴
い
、
平

成
24
年
度
か
ら
年
少
扶
養
親
族
（
16

歳
未
満
）
に
か
か
る
扶
養
控
除
（
33

万
円
）
が
廃
止
さ
れ
ま
す
。

▽
16
歳
以
上
19
歳
未
満
の
特
定
扶
養

親
族
に
つ
い
て

　
高
校
の
授
業
料
無
償
化
に
伴
い
、

特
定
扶
養
親
族
（
16
歳
以
上
23
歳
未

満
）
の
う
ち
、
16
歳
以
上
19
歳
未
満

の
人
に
か
か
る
扶
養
控
除
の
上
乗
せ

部
分
（
12
万
円
）
が
廃
止
さ
れ
、
扶

養
控
除
の
額
が
45
万
円
か
ら
33
万
円

に
な
り
ま
す
。 

▽
19
歳
以
上
23
歳
未
満
の
特
定
扶
養

親
族
に
つ
い
て

　
19
歳
以
上
23
歳
未
満
の
人
の
扶
養

控
除
額
は
以
前
と
変
わ
ら
ず
45
万
円

で
す
。

控除対象扶養親族の年齢
16歳未満

16歳以上19歳未満
19歳以上23歳未満
23歳以上70歳未満

70歳以上

配偶者および扶養親族に
対する障害者控除額
障害者控除
特別障害者控除
同居特別障害者控除
同居特別障害者の
配偶者・扶養控除加算

26万円
30万円
－

23万円 －

 
26万円
30万円
53万円

改正前（平成23年度まで） 
33万円
45万円

改正前（平成23年度まで） 改正後（平成24年度から）

改正後（平成24年度から）
0円
33万円

変更なし（45万円）
変更なし（33万円）
変更なし（38万円）

市･

府
民
税
が

変
わ
り
ま
す
。

扶
養
控
除
、
障
害
者
控
除
、
寄
附
金
税
額
控
除
な
ど
　
平
成
24
年
度
か
ら

■ 平成 24年度からの扶養控除額

■ 平成 24年度からの同居特別障害者に対する障害者控除額

□ 

同
居
の
特
別
障
害
者
に
対
す
る
障

害
者
控
除
の
見
直
し

　
扶
養
親
族
ま
た
は
控
除
対
象
配
偶

者
が
同
居
特
別
障
害
者
で
あ
る
場

合
、
配
偶
者
控
除
額
ま
た
は
扶
養
控

除
額
に
23
万
円
が
加
算
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
年
少
扶
養
親
族
に
か
か
る

扶
養
控
除
の
廃
止
に
伴
い
、
特
別
障

害
者
控
除
額
（
30
万
円
）
に
23
万
円

を
加
算
す
る
措
置
に
改
め
ら
れ
ま
し

た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
同
居
の
特
別
障
害

の
場
合
の
障
害
者
控
除
の
額
は
53
万

円
に
な
り
ま
す
。

□ 

寄
附
金
税
額
控
除
の
拡
充

　
平
成
23
年
１
月
１
日
以
降
に
支
出

す
る
寄
附
金
に
つ
い
て
、
寄
附
金
控

除
の
適
用
下
限
額
が
、
５
０
０
０
円

か
ら
２
０
０
０
円
に
引
き
下
げ
ら
れ

ま
す
。

　
対
象
と
な
る
寄
附
金
は
、
府
共
同

募
金
会
ま
た
は
日
本
赤
十
字
社
大
阪

府
支
部
に
対
す
る
寄
附
金
と
、
都
道

府
県
・
市
区
町
村
へ
の
寄
附
金
で
す
。

　
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
災
し
た

自
治
体
へ
の
義
援
金
や
寄
附
金
、
ま

た
は
日
本
赤
十
字
社
や
中
央
共
同
募

金
会
な
ど
、
被
災
地
方
団
体
の
救
護

の
た
め
に
募
金
活
動
を
行
っ
て
い
る

団
体
に
対
す
る
義
援
金
に
つ
い
て

も
、
市
・
府
民
税
の
寄
附
金
税
額
控

除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

問
合
　
税
務
課
市
民
税
係
（
市
役
所

１
階
９
番
窓
口
）
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泉
大
津
税
務
署
で
は
、
平
成
23
年

度
分
の
確
定
申
告
を
テ
ク
ス
ピ
ア
大

阪
（
旭
町
22
ー
45
）
で
行
い
ま
す
。

　
会
場
で
は
、
所
得
税
（
譲
渡
所
得

を
含
む
）、
消
費
税
、
贈
与
税
の
申

告
書
な
ど
の
作
成
お
よ
び
受
け
付
け

を
行
い
ま
す
。
な
お
、
会
場
で
納
税

は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
お
近
く
の
金

融
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

会
場
へ
は
公
共
の
交
通
機
関
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

開
設
時
期
　
２
月
１
日
㈬
〜
３
月
15

日
㈭
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
土
・

日
曜
、
祝
日
を
除
く
）

▽
昼
休
み
の
時
間
帯
は
少
人
数
の
職

員
で
対
応
し
て
い
ま
す
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

▽
会
場
の
都
合
に
よ
り
、
午
後
４
時

ご
ろ
ま
で
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
開
設
期
間
中
、
泉
大
津
税
務
署
庁

舎
内
で
は
、「
作
成
済
み
の
申
告

書
な
ど
の
受
付
」、「
納
税
」、「
納

税
証
明
書
の
発
行
」
お
よ
び
「
用

紙
の
交
付
」
の
み
を
行
い
ま
す
。

▽
会
場
で
は
、
パ
ソ
コ
ン
を
利
用
し

た
申
告
書
の
作
成
を
推
進
し
て
い

ま
す
。

▽
お
越
し
の
際
は
、
前
年
分
の
申
告

書
の
控
え
な
ど
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
。

▽
申
告
書
な
ど
の
作
成
は
、
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
確
定
申
告
書
等

作
成
コ
ー
ナ
ー
」
が
便
利
で
す
。

で
き
る
だ
け
ご
自
宅
で
作
成
し
て

い
た
だ
き
、
郵
送
な
ど
で
お
早
め

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
源
泉
徴
収
票
な
ど
の
添
付
書
類

は
、「
添
付
書
類
台
紙
」
な
ど
に

添
付
し
、
申
告
書
と
一
緒
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

　
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
等
の
法

定
調
書
の
提
出
期
限
は
、
平
成
24
年

１
月
31
日
㈫
で
す
。
各
種
法
定
調
書

お
よ
び
法
定
調
書
合
計
表
は
、
提
出

期
限
ま
で
に
所
轄
税
務
署
へ
提
出
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

し
て
法
定
調
書
な
ど
の
提
出
が
で
き

る
「
ｅ
ー 

Ｔ
ａ
ｘ
」
が
大
変
便
利

で
す
。

申
告
と
納
税
期
限
の
お
知
ら
せ

　
平
成
23
年
分
の
申
告
と
納
税
は

▽
所
得
税
と
贈
与
税…

３
月
15
日
㈭

　
ま
で

▽
個
人
事
業
者
の
消
費
税
お
よ
び
地

　
方
消
費
税…

４
月
２
日
㈪
ま
で

税
理
士
に
よ
る
無
料
相
談
会
開
催
！

　
税
理
士
に
よ
る
無
料
の
地
区
相
談

を
下
表
の
と
お
り
開
設
し
ま
す
。

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
告
書

が
簡
単
に
作
成
で
き
ま
す

　
税
務
署
で
は
、
納
税
者
の
人
が
確

定
申
告
書
な
ど
を
ご
自
身
で
作
成
し

て
い
た
だ
く
「
自
書
申
告
」
お
よ
び

自
宅
な
ど
か
ら
の
「
Ｉ
Ｔ
を
利
用
し

た
申
告
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。 

　
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定

申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
を
ご
利

用
い
た
だ
く
と
、
税
額
な
ど
が
自
動

計
算
で
申
告
書
を
作
成
で
き
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

　
ま
た
、
同
コ
ー
ナ
ー
で
作
成
し
た

申
告
書
な
ど
の
デ
ー
タ
を
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
ｅ
ー 

Ｔ
ａ
ｘ
で

送
信
で
き
ま
す
（
印
刷
し
て
郵
送
な

ど
に
よ
る
提
出
も
で
き
ま
す
）。

源
泉
徴
収
票
な
ど
の
添
付
書
類

　
源
泉
徴
収
票
な
ど
の
添
付
書
類
を

添
付
す
る
場
所
が
、
昨
年
分
（
平
成

22
年
分
）
か
ら
変
更
さ
れ
て
い
ま
す
。

申
告
書
第
２
表
の
裏
面
に
は
添
付
せ

ず
、「
添
付
書
類
台
紙
」
な
ど
に
添

付
し
て
く
だ
さ
い
。 

還
付
申
告
セ
ン
タ
ー
（
堺
会
場
）
の

ご
案
内

開
設
日
時
　
２
月
１
日
㈬
〜
15
日
㈬

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
（
土
・

日
曜
、
祝
日
を
除
く
）

会
場
　
泉
ヶ
丘
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
（
泉

北
高
速
鉄
道
　
泉
ヶ
丘
駅
前
）
３
階

問
合
　
泉
大
津
税
務
署
　
個
人
課
税

部
門
（
☎
33
・
５
６
０
１
）

泉大津税務署の確定申告会場はテクスピア大阪で
す。

パソコンでも確定申告書を作成できます！
こんなに便利！「e－TAX」

●金額などの入力は画面の案内にしたがってでき
ます。

●株式や不動産などを売却した所得にも対応！　
株式な

どにかかる譲渡所得などの金額の計算明細書や
、譲渡

所得の内訳書なども作成できます。

●休日・夜間も24時間利用可能

■ 税理士による確定申告無料相談会日程表（●印が開設日です）

注）  1　受付時間は、午前9時30分～午前11時30分、午後1時～午後3時です。
　　　　　　（混雑の状況により早めに終了させていただく場合があります）
　　2　土地・建物や株式などの譲渡所得および贈与税の相談は行っていません。
　　3　お越しの際には、電車・バスなどの公共交通機関をご利用ください。

和泉市コミュニティセンター　１階集会室
（和泉市府中町2-7-5）

和泉シティプラザ ３階レセプションホール（和泉市いぶき野5-4-7）
高石商工会議所　３階大会議室（高石市綾園2-6-10）

● ● ●

日付（2月） （３月）会場（住所）
７ 29 １ ２８ ９ 21222324

● ● ● ●
● ● ●
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市展

　
所
得
税
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
ま

し
た
。
平
成
23
年
分
の
確
定
申
告
か

ら
、
公
的
年
金
な
ど
に
か
か
る
雑
所

得
を
有
す
る
人
で
、
次
の
①
、②
の

両
方
の
要
件
に
該
当
す
る
場
合
、
所

得
税
の
確
定
申
告
書
の
提
出
が
不
要

と
な
り
ま
す
。

所
得
税
の
確
定
申
告
書
の
提
出
が

不
要
と
な
る
場
合

①
公
的
年
金
な
ど
の
収
入
金
額
（
２

か
所
以
上
あ
る
場
合
は
、
そ
の
合

計
額
）
が
４
０
０
万
円
以
下

②
公
的
年
金
な
ど
に
か
か
る
雑
所
得

以
外
の
所
得
金
額
が
20
万
円
以
下

　
以
上
の
要
件
に
該
当
す
る
場
合
で

あ
っ
て
も
、
例
え
ば
、
医
療
費
控
除

や
寄
附
金
控
除
な
ど
に
よ
る
所
得
税

の
還
付
を
受
け
る
た
め
の
申
告
書
を

提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、

住
民
税
の
申
告
が
必
要
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

問
合
　
泉
大
津
税
務
署
（
☎
33
・
５

６
０
１
）

市展表彰者発表！

文化祭･学童展も
開催されました

学童展展示のようす

■ 公的年金などの受給者の申告フローチャート

公的年金等の収入金額 (２か所以上ある場合は、その
合計額 )が、400万円以下である

公的年金等に係る雑所得以外の所得金額が、
20万円以下である

源泉徴収税額や予定納税額の税額が
ある

税務署に
所得税の確定申告書を

提出

税務署への所得税の
確定申告書の提出は不要
市に住民税の申告書提出
についてご相談ください

所得税の還付を受けるた
めの申告書や株式などの
損失を翌年に繰り越すた
めの申告書などは提出す
ることができます

い
い
え

い
い
え

い
い
え

は
い

は
い

は
い

※納付する所得税
額がある場合でも、
確定申告書の提出
は不要

「第 40 回泉大津市展」が織編館ギャラリーで開催されま
した。前期は書 31 点、写真 39 点、陶芸 45 点、後期は
洋画 71 点、日本画 24 点の出品がありました。表彰者は
次のとおりです。問合　生涯学習課（市役所３階）

　平成23年度学童展が市民会館で開催さ
れました。絵画 267 点、書写 594 点が
展示され、子ども達一人ひとりの感性豊
かな作品が会場を飾りました。
　また、平成23年度文化祭の表彰者は右
のとおりです。

賞　名
市長賞

教育委員会賞
文化協会賞

氏　名
竹田広子（岸和田市）
磧上さと子（虫取町）
今井富佐子（上之町）

賞　名
市長賞

市議会議長賞
教育委員会賞

いずみの農業協同組合
代表理事組合長賞

寒竹春（二田町）
奥野貢（助松町）
吉村淳広 （下条町）

氏　名

久保貢（池浦町）

賞名
天賞
地賞
人賞

高 宮 貞 子（森 町）
奥田不二子（池園町）
森本悠紀子（尾井千原町）

氏　名

■市展表彰者

■文化祭　市民短歌の会入賞者

■文化祭　菊花展入賞者

■文化祭　市民俳句の会入賞者

審査員推挙
市展賞
市長賞

市議会議長賞
教育委員会賞
文化協会賞

商工会議所会頭賞
いずみの農業協同
組合代表理事組合長賞
ロータリークラブ賞
ライオンズクラブ賞
青年会議所賞

褒賞

佳作

賞　名 洋　画 日　本　画 書 写　真 陶　芸

宝 田 茂（上 之 町）
藤原眞知子（和泉市）
原容子（岸和田市）
高橋繁子（松之浜町）
和田文子（下条町）

前川和代（和泉市）
矢 内 隆 久（堺 市）
建川和子（清水町）
藤原豊光（千原町）
伊藤隆義（池浦町）
市村登代子（曽根町）
小田栄子（東雲町）

末 武 緑（条 南 町）

木下美津子（東助松町）
藤 井 裕 子（和 泉 市）
伊 藤 隆 義（池 浦 町）
酒井南美江（和泉市）

藤 井 隆 彦（和 泉 市）
畑 中 昭（池 園 町）
佐 藤 泰（助 松 町）
塩 津 良 典（田 中 町）
井 阪 明（高 石 市）
城前伊佐雄（和泉市）

髙 橋 健（二 田 町）

児 嶋 武 利（虫 取 町）
宇 埜 冨 美 子（堺 市）
石田英夫（河内長野市）
太田恵美子（東港町）
寺川忠男（東助松町）

奥 田 裕 重（和 泉 市）
伊 藤 隆 義（池 浦 町）
尾屋貴文（河内長野市）
上岡順子（泉南郡熊取町）
山本由美子（茨木市）
浅 井 進（助 松 町）
藤原富美子（板原町）

濱田喜代治（助松町）

北川冨美子（旭町）
伊藤隆義（池浦町）
石原京子（西港町）
小 川 仁（春 日 町）
中野章子（池園町）

粂のり子（阪南市）
小島千代栄（末広町）
大津純五（和泉市）

細川憲伺（二田町）

植野青泉（小松町）
桶谷桃秀（西港町）
植木湧萌（東雲町）
中口秋都（上之町）
藤田嘉代子（下之町）
今井里衣子（高津町）
三田美恵子（本町）

樋口裕子（下条町）
長澤政一（二田町）
岡本蓮峰（東豊中町）
森元峰麗（春日町）
福廣寿子（条南町）
谷岡蒼明（松之浜町）

田 渕 美 幸（寿 町）

公
的
年
金
な
ど
受
給
者
の

確
定
申
告
手
続
き
変
更

尾上かおる（東雲町）
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蜷確定申告／公的年金など受給者の確定申告手続き／市展表彰者



男女がともに 
自分らしく生きられるように… 

 コ ラ ム ・ に ん げ ん
人間が人間らしく生きるために、すべての人が 

等しく持っている権利、人権について考えるコラムです。 

考えよう・人権

ひと 

共同  
参画  
きょうどうさんかく

「
徒
歩
旅
行
」

閉
症
の
お
い
っ

子
が
、
ぼ
く
の

実
家
に
歩
い
て

来
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

父
が
逝
っ
て
し
ば
ら
く
た
っ

て
か
ら
の
こ
と
で
す
。

と
は
い
え
、
ひ
と
り
暮
ら

し
に
な
っ
た
母
の
寂
し
さ
を

慰
め
よ
う
と
い
う
殊
勝
な
思

い
か
ら
で
は
な
く
、
ど
う
も

真
相
は
口
う
る
さ
い
父
が
い

な
く
な
っ
た
の
で
、
気
兼
ね

な
く
く
つ
ろ
げ
る
と
思
っ
た

か
ら
の
よ
う
。

大
正
生
ま
れ
の
父
は
し
つ

け
に
厳
し
い
人
で
し
た
。
そ

し
て
、
ぼ
く
自
身
も
悪
い
も

の
は
悪
い
と
、
時
に
か
れ
に

厳
し
く
接
し
て
き
ま
し
た
。

だ
か
ら
、
か
れ
に
と
っ
て
父

や
ぼ
く
は
ち
ょ
っ
ぴ
り
怖
い

存
在
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
そ
の
点
母
は
、
む
か

し
か
ら
の
ほ
ほ
ん
と
し
て
ま

し
た
の
で
、
か
れ
に
と
っ
て

も
心
地
よ
く
過
ご
せ
る
居
場

所
の
よ
う
に
思
え
た
の
で
し

ょ
う
。

し
か
し
、
い
く
ら
か
わ
い

い
孫
と
は
い
え
、
突
然
ふ
ら

り
と
や
っ
て
き
て
何
泊
か
し

て
い
く
わ
け
で
す
か
ら
、
母

も
戸
惑
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う

と
懸
念
し
た
の
で
す
が
、
意

外
に
も
、
ふ
だ
ん
は
ひ
と
り

暮
ら
し
の
母
に
と
っ
て
、
そ

れ
は
そ
れ
で
心
強
い
も
の
で

あ
る
そ
う
で
す
。

さ
て
、
歩
い
て
来
る
と
書

け
ば
、
な
ん
て
い
う
こ
と
も

な
い
の
で
す
が
、
か
れ
が
来

る
の
は
、
ぼ
く
の
実
家
の
あ

る
泉
大
津
か
ら
数
十
キ
ロ
も

隔
て
た
大
阪
市
内
か
ら
。
行

く
先
々
で
ク
ル
マ
や
乗
り
物

を
眺
め
、
楽
し
み
な
が
ら
数

時
間
を
か
け
て
の
ん
び
り
と

歩
い
て
く
る
よ
う
で
す
。

当
初
は
、
不
意
に
い
な
く

な
っ
た
か
れ
の
所
在
が
つ
か

め
ず
、
周
囲
は
大
さ
わ
ぎ
し

て
た
の
で
す
が
、
い
つ
の
間

に
や
ら
こ
の
徒
歩
旅
行
も
、

か
れ
の
大
き
な
楽
し
み
の
ひ

と
つ
と
し
て
容
認
し
つ
つ
あ

り
ま
す
。
む
ろ
ん
、
毎
回
心

配
し
な
が
ら
も
。

そ
し
て
、
ぼ
く
自
身
も
、

時
に
厳
し
く
接
し
て
き
た
の

は
、
か
れ
の
障
が
い
を
意
識

し
過
ぎ
て
た
の
か
な
ぁ
と
、

最
近
は
少
し
改
め
よ
う
と
努

め
て
い
ま
す
。

か
れ
は
ま
っ
た
く
変
わ
っ

て
い
ま
せ
ん
。

変
わ
っ
て
い
く
の
は
周
囲

の
人
。

そ
し
て
、
そ
れ
は
そ
れ
で

悪
く
な
い
な
ぁ
と
も
、
最
近

は
少
し
思
い
始
め
て
い
ま
す
。

自

加害者は被害者？
DVとは配偶者や恋人など親密な関係にあるまたはあ

ったものから繰り返し振るわれる暴力で、形態には身体
的、精神的、経済的、性的暴力などがあります。被害者
の多くは女性であり、男性は弱い立場の女性を支配する
のにもっとも有効な暴力を使います。
「配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護に関する

法律（DV法）」の改正などがなされていますが、配偶者
支援センター（※参考）などにおける相談件数や警察で
の暴力相談対応件数などは年々増加しています。
一般に暴力をふるわれた側を被害者、ふるった側を加

害者と呼んでいますが、加害者と呼ばれた彼らは自分は
被害者だと思っています。妻のせいで暴力をふるわなけ
ればならなくなった。自分の思いどおりにしなかった妻

が悪いのであり自分は被害者だ。
そんな被害者意識に満ちた加害者が、自分は真の加害

者であり、妻は自分と異なる人間であること、自分の思
いどおりにはならないこと、自分の言いなりにできる存
在ではないことなどを学習するにはどうしたらいいので
しょうか。　
今、DV被害者・加害者と呼ばれている人のすべてがか

つて思い描いていた理想的な家庭、それは、夫婦はお互
いを思いやり慈しみ、子どもたちは明るく、落ち着いた
環境ですくすく育っていく…だったはずなのですが…。　
（※参考）配偶者支援センター…DV法に基づき、都道府
県の婦人相談所など適切な施設が、支援センターの機能
を果たしています。

14

の話題 まち
Izumiotsu  Town  Topics

saycheese!!
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12月2日、楠幼稚園でおもちつきが行われました。当日
は、PTAや地域のボランティアの皆さんの協力で、園児た
ちは順番にきねを握り、みんなで大きな掛け声をかけなが
ら、力いっぱいおもちをつきました。

楠幼稚園でおもちつき

いしょ、よいしょとおもちつきよ

泉大津で起こったさま
ざまなできごとやイベ
ントを、写真とともに
お届けします。 

今年7月にオーストラリア・ゴールドコーストで開
催されるゴールドコーストマラソン・ジュニアダッシ
ュ競技に市内の児童を選手として派遣するための予選
会を、11月13日の市民体育祭で開催しました。
当日は、事前申し込みのあった男子23人、女子

14人が参加し、1,500mで競いました。優勝は、男
子の部は坂下弘都さん（戎小4年・右上写真上段の中
央）。女子の部は浦川夏凜さん（穴師小4年・右上写
真下段の中央）で、見事オーストラリアへの派遣が決
定しました。

豪州ゴールドコーストマラソンジュニアダッシュ競技予選会

ったぞ！　オーストラリアだ!！や
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誠風中学校の生徒会と、戎・穴師・楠の各小学校の児童
会では「誠風校区の小・中学校４校合同で自分たちの校区
をきれいにしよう」という声があがり「誠風校区クリーン
アップ大作戦」をスタートしました。
11月14日は穴師公園、15日には大津川河川敷、12月6

日には、板原老人少年憩いの広場（キリン公園）で、たく
さんのボランティアの小・中学生が集まり、公園や河川敷
を清掃しました。

誠風校区クリーンアップ大作戦

分たちで校区をきれいに自

歳末助け合い運動が行われる中、市内の浄土宗寺院（12
か寺）でも、この運動に協力しようと托鉢（たくはつ）を
行いました。12月2日には穴師地区を、黒い衣に袈裟を着
けた僧侶たちが念仏を唱えながら行脚し、市民に善意を呼
びかけました。

托鉢で市民に善意を呼びかけ

意はすべて社会福祉へ寄付善
市では12月4日から10日の人権週間にちなみ、1日に市

内3か所での街頭啓発を行い、人権の大切さを啓発しまし
た。市役所ロビーでは1日から8日まで、幼稚園児・小・中
学生の絵や書を展示する「人権啓発作品展」が催され、訪
れる人々はすばらしい作品に心を和ませていました。

人権週間にちなみイベントなどを開催

権の大切さを啓発しました人

11 月13 日、古池公園運動場で市民体育祭が開催されま
した。全員参加のウォーミングアップ終了後、個人競技で
は50ｍ走や100ｍ走、団体競技ではチーム綱引きなどさま
ざまな競技が行われました。参加した人たちは、自分のチ
ームを大声で応援するなどスポーツの秋を満喫していまし
た。

市民体育祭を開催

ームで大盛りあがり！チ

楠校区

穴
師
校
区
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11月1日に総合体育館で、就学前の友だちづくりを目的
に民間保育園全7園の5歳児約150人が集まり、交流会を開
催しました。初めて出会うお友だちに少し緊張した様子で
したが、会がすすむにつれて違う保育園のお友だちと仲良
くなり、楽しいひとときを過ごしていました。また公立保
育所では、10月18日東雲公園で、全6か所の5歳児の仲良
し交流会を開催しました。

民間保育園5歳児の交流会を開催

んなお友だちみ

11月15日、教育委員会表彰が行われ、教職員永年勤続およ
び学校クラブ活動・学校保健・社会体育の場で功績のあった個
人36人と団体1団体が表彰されました。なお、表彰者は次のと
おりです。（敬称略）
▷教職員永年勤続…16人　▷学校クラブ活動功労者（個人）
…熊田淳志（誠風中）、小森丈也（誠風中）　▷社会体育功労
者（個人）…髙山雅彦（会社役員）、堀庭滉平（高校生）、堀庭
裕平（誠風中）、花野叶（戎小）、後迫龍輝（上條小）、山中真
琴（高校生）、藤井美沙（高校生）、森田拓真（高校生）、中村
健人（高校生） 、山下航士（中学生）、小柴直樹（楠小）、船
山諒二（高校生）、山岸舞（大学生）、小滝一徳（社会人）、友
成翔太（高校生）、友成菜央（高校生）　▷社会体育功労者
（団体）…泉大津ジュピターズ　▷学校保健功労者（個人）…
中透（学校医）、玉置京子（学校医）

36人1団体に教育委員会表彰

界や全国などを舞台に活躍世

11月19日に本市、和泉市、府、府立弥生文化博物館と
共催で、史跡池上曽根遺跡に隣接する弥生文化博物館の展
示手法とそのコンセプトを学ぶ講座を開催しました。実際
に展示室をまわりながら博物館長の金関恕氏に展示に対す
る思い、その意味について解説していただきました。参加
者は興味深く聞き入っていました。

「展示デザインの視点」を開催

上曽根遺跡を“テンジ”する池

第7回文化財公開展を開催

化の秋　市内寺院を見学文
11月12日文化財公開展を開催しました。天候にも恵ま

れ50人の参加者が文化財保護委員とともに南溟寺・緑照
寺・安楽寺を見学しました。
参加者は普段見学する機会が少ない各寺院の文化財を真
剣なまなざしで鑑賞しました。

11月20日、農業まつりで、「貫頭衣デザインコンテスト」の
入賞作品を池上曽根史跡公園の屋外ステージで発表しました。
発表は「2011弥生コレクション」と称し、入賞者みずからが
作品を着用するファッションショー形式で行われました。
このコンテストは「現代人が、二千年の時を越え弥生人の衣
服をデザインするとどうなるのか」という発想で市が募集した
もので、府内から23作品の応募があり、応募者が自由に設定
したテーマを「小学生」「中学・高校生」「一般」の３部門で、
入賞作品を決定しました。
ファッションショーでは、二千年の時を越えよみがえった現
代の貫頭衣を着た入賞者たちが、自慢の貫頭衣を披露し観客の
喝采をあびていました。

貫頭衣デザインコンテスト開催

ァッションショーで貫頭衣を披露フ
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こ ち ら 消費生活相談室
し ょ う ひ せ い か つ そ う だ ん し つ

日常生活での商品の購入やサービス
利用にともなうトラブル、契約など
の問題を解決するためのページです。

( )Let’ s be
 a smart consumer!

相談
事例

事
例
は
、
貸
し
ま
す
詐
欺
（
融
資

保
証
金
詐
欺
）
で
す
。
融
資
の
約
束

を
し
た
の
ち
、
保
証
金
な
ど
と
称
し

現
金
な
ど
を
送
付
さ
せ
、
融
資
は
実

行
し
な
い
ま
ま
連
絡
を
絶
つ
ヤ
ミ
金

融
業
者
の
手
口
で
す
。
絶
対
に
手
を

出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
ヤ
ミ
金
融

業
者
と
は
、
国
や
都
道
府
県
の
登
録

を
受
け
ず
に
貸
金
業
を
営
む
業
者
の

こ
と
で
す
。
違
法
な
高
金
利
で
あ
る

こ
と
が
多
く
、
業
態
や
手
口
は
さ
ま

ざ
ま
で
す
。

違
法
金
融
業
者
の
手
口
の
例

◇
登
録
詐
称

広
告
の
登
録
番
号
の

表
示
に
架
空
の
登
録
番
号
を
使
用

す
る
な
ど
の
手
口
で
登
録
業
者
を

装
う

◇
０
９
０
金
融

勧
誘
の
チ
ラ
シ
に

携
帯
電
話
番
号
と
業
者
名
し
か
書

か
ず
、
正
体
を
明
か
さ
ず
に
違
法

な
高
金
利
で
小
口
の
融
資
を
行
う

◇
紹
介
屋

あ
た
か
も
低
金
利
で
融

資
す
る
よ
う
に
思
わ
せ
て
、「
う

ち
で
は
貸
せ
な
い
の
で
他
を
紹
介

す
る
」
な
ど
と
言
っ
て
、
そ
こ
で

借
り
入
れ
た
金
額
の
一
部
を
紹
介

料
と
し
て
だ
ま
し
取
る

◇
整
理
屋

「
あ
な
た
の
債
務
を
整

理
・
解
決
し
ま
す
」
な
ど
と
広
告

し
、
多
重
債
務
者
か
ら
「
整
理
手

付
金
」
と
い
っ
た
名
目
で
現
金
な

ど
を
だ
ま
し
取
る

◇
買
取
屋

融
資
の
条
件
と
し
て
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
商
品
を
次
々

と
買
わ
せ
、
そ
れ
ら
を
安
い
金
額

で
買
い
取
る
。
申
込
者
に
は
、
業

者
へ
の
借
金
の
ほ
か
に
ク
レ
ジ
ッ

ト
会
社
へ
の
債
務
が
残
る

◇
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
枠
の
現
金
化

商
品
な
ど
を
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
購
入
さ
せ
、

そ
の
代
金
の
何
割
か
を
キ
ャ
ッ
シ

ュ
バ
ッ
ク
す
る
な
ど
の
手
口
。
換

金
目
的
で
カ
ー
ド
を
利
用
す
る
こ

と
は
「
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
員

規
約
」
に
違
反
す
る
行
為

―
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス
―

①
「
超
低
金
利
」「
債
務
の
一
本
化
」

「
自
己
破
産
Ｏ
Ｋ
」「
ス
ピ
ー
ド
融

資
」
な
ど
の
広
告
に
は
要
注
意
！

②
出
資
法
で
は
上
限
金
利
は
、
年

20
％
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
契

約
に
は
金
利
や
返
済
方
法
を
書
い

た
書
面
交
付
が
必
要

③
貸
金
業
は
財
務
局
長
ま
た
は
都
道

府
県
知
事
の
登
録
が
必
要
。
業
者

が
登
録
を
受
け
て
い
る
か
ど
う
か

は
金
融
庁
の
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
で
確

認
可
能
（http://clearing.f

sa.go.jp/kashikin/index
/php

）

消
費
者
金
融
相
談
窓
口

▽
近
畿
財
務
局
、
き
ん
ざ
い
金
融
ホ

ッ
ト
ラ
イ
ン
（
☎
０
６
・
６
９
４

９
・
６
２
５
９
）

▽
大
阪
府
貸
金
業
相
談
室
（
☎
０

６
・
６
９
４
１
・
０
３
５
１
）

▽
日
本
貸
金
業
協
会
・
苦
情
相
談
窓

口
（
☎
０
５
７
０
・
０
５
１
・
０

５
１
）

▽
大
阪
弁
護
士
会
、
総
合
法
律
相
談

セ
ン
タ
ー
（
☎
０
６
・
６
３
６

４
・
１
２
４
８
）

▽
岸
和
田
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
（
☎

０
７
２
・
４
３
３
・
９
３
９
１
）

▽
大
阪
司
法
書
士
会
、
総
合
相
談
セ

ン
タ
ー
（
☎
０
６
・
６
９
４
３
・

６
０
９
９
）

▽
大
阪
府
警
・
悪
質
商
法
一
一
〇
番

（
☎
０
６
・
６
９
４
１
・
４
５
９

２
）

▽
泉
大
津
警
察（
☎
23
・
１
２
３
４
）

※
消
費
生
活
相
談
に
関
す
る
こ
と

は
、
消
費
生
活
相
談
コ
ー
ナ
ー
（
月

〜
金
曜
日
の
午
後
１
時
〜
４
時
）
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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「
貸
し
ま
す
詐
欺
」
で
す
！
　
申
し
込
ん
で

は
い
け
ま
せ
ん
。

消費者金融に借り入れがあり返済に追われていた。「低利融資」「審査
無し」「一本化」と書かれた広告を見て電話をしたら「融資には保証
金が必要」と言われた。融資を申し込んでも大丈夫だろうか？

「保証金を送れば融資する」申し込んでも大丈夫？

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
小
学
校
入
学
前
の
お
子
さ
ん
の
写
真
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
お
子
さ
ん
の
写
真

と
住
所
・
名
前(

ふ
り
が
な)

・
生
年
月
日
・
電
話
番
号
・
保
護
者
の
ひ
と
こ
と
を
添
え
、郵
送（
〒
５
９
５
ー

８
６
８
６
）
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
（kouhou@
city.izum

iotsu.osaka.jp

）
で
秘
書
広
報
課
ま
で
。

募 集

NEW FAC
E!! 泉大津在住のかわいい

子どものスナップです。

保
護
者
の
ひ
と
こ
と 

元気でーす！ 

おおつっこ
北
野
成
奈
ち
ゃ
ん

き
た
の

せ
な

せなのおかげで毎日幸せいっぱ
いです。パパとママのところに来
てくれてありがとう！　せな大好
きだよっ！。

（我孫子）

平
成
23
年
１
月
17
日
生

19 広報いずみおおつ　平成24年1月号

Mayor's
Work

11・12月の主な動き

市長の
う ご き

●11月8日㈫
児童虐待防止推進月間の一環とし
て、泉大津駅前で「オレンジリボ
ンキャンペーン」を行い、児童虐
待の防止や早期発見の協力につい
て市民の皆さんに、広く呼びかけ
を行いました。

●12月1日㈭
泉大津駅周辺で行われた人権街頭
啓発活動に参加しました。人権啓
発推進委員などの皆さんといっし
ょに、通勤・通学する市民へ、啓
発物品を配りながら、人権の大切
さにについて啓発しました。

●1日㈷
初日の出を見るつどい（泉大津大
橋）
●5日㈭
新年互礼会（レイクアルスターア
ルザ泉大津）
●8日㈰
消防出初式（市民会館前広場）
●9日㈷
成人式（市民会館大ホール）
●11日㈬
校園長会（市役所）
●18日㈬
定例市長会議（大阪府庁）

◆土器づくり（毎月実施・1月実施分）
日時／1月18日㈬　午前10時～、午後1時～　定員／午前、午後とも先着8人　参加費／
300g300円～　申込／1月11日㈬午前10時から電話予約
◆土器づくり（毎月実施・2月実施分）
日時／2月2日㈭　午前10時～、午後1時～　定員／午前、午後とも先着8人　参加費／
300g300円～　申込／1月24日㈫午前10時から電話予約
◆ガラス玉づくり（毎月実施）
日時／1月21日㈯　午前10時～、午後1時～　定員／午前、午後とも先着4人（中学生以
上）　参加費／30gまで500円、それ以上は一律600円　申込／1月11日㈬午前10時か
ら電話予約
◆年末年始の休館日
12月26日㈪～1月4日㈬
なお、詳細は弥生学習館へ。

織編館歴史民俗文化事業　収蔵品展「近代の絵葉書」
織編館が所蔵する絵葉書約40枚と、関連資料を展示します。
期間／～1月29日㈰（ただし水曜日休館）　場所／企画情報展示室　入場／無料
◆ふるさとの古文書解読講座
日時／1月13日㈮　午後1時30分～３時（午後１時から受け付け）　場所／テクスピア大
阪３階研修室　受講料／100円　講師／山口恭子（泉大津市史料室）　申込／新規申込者
は電話にて織編館へ
◆ふるさとの文化財講座　「大園遺跡と古代の和泉」
日時／1月27日㈮　午後2時～3時（午後１時30分から受け付け）　場所／テクスピア大
阪３階研修室　受講料／無料　講師／奥野美和（市教委）　申込／不要
◆手織り体験　「マフラーを織る」
日時／1月26㈭・27㈮・29㈰・30㈪の1日　午前10時～午後3時30分 場所／体験学
習室　定員／各日先着4人　受講料／無料（材料費1,000円／m）　講師／織編館手織りの
会の皆さん 申込／1月4日㈬午前9時30分から電話予約
◆織編館ギャラリーの催し
▷「市民ギャラリー展」
期間／1月19日㈭～22日㈰　内容／洋画・日本画・書・陶芸・写真　約60点
▷「一歩会」
期間／1月26日㈭～31日㈫　内容／油絵・水彩画　約40点
▷「相ひろ美洋画個展　」
期間／2月2日㈭～7日㈫　内容／油絵　20点
◆年末年始の休館日
12月28日㈬～1月3日㈫
なお、詳細は織編館へ

織編館
おり   あむ   かん 蕁 31・4455　薨 31・4457

開館：午前 10時～午後 5時 ( 入館午後 4時 30分まで )

池上曽根弥生学習館 蕁 20・1841　薨 20・1866
開館：午前10時～午後5時 (体験は午後4時まで)

1 月の主な予定
※(　) 内は場所
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おおむね65歳以上の市民を対象に
健康づくりのための転倒予防・認知症
予防などの話や運動を行います。
日程・場所 ▷１月18日㈬…東助松
長寿園　▷２月７日㈫…条東長寿園
時間 午前10時～11時30分
問合 高齢介護課（市役所1階8番窓
口）へ

市では、衛生委員会と共催で健康に
関する教室を開催します。
日時 １月31日㈫　午後２時～3時
（受付は午後１時30分～）
場所 保健センター
予約 不要

講師 市立病院内科・岡本圭司医師
内容 「骨粗鬆症

こつそしょうしょう

について」
問合 保健センター

社会的ひきこもりについて考えま
す。
日時 1月21日㈯　午後2時～5時
場所 和泉保健所
内容 「社会的ひきこもりの原因と実
態、多様化する対応について」
講師 楠部剛史医師（精神科医）
申込・問合 1月13日㈮までに和泉保
健所（☎41・1342）へ

府では、健康・医療に関する情報を

掲載した点字広報誌「ヘルシーおおさ
か21」を年2回発行しています。また、
ルビ版および音声読み上げ用を、府ホ
ームページに掲載しています。なお、
送付希望者は和泉保健所（☎41・
1342）へ。

■肝炎ウイルス検査（要電話予約）
■エイズ・クラミジア検査と相談
■こころの健康相談（要電話予約）
■井戸水など飲料水の水質検査（予約
制・有料）
■飼えなくなった犬の引き取り（有料）
■住居衛生相談
■ＣＤ・ＤＶＤなどの貸し出し（健康
づくり）

のページ 保健、医療にまつわる情報など、
健康づくりに役立つお知らせです。

問い合わせ

●保健センター　蕁33・8181
開館時間　午前8時45分～午後5時15分

●市立病院　蕁32・5622

※今月都合が悪い場合、来月でも可（予約不要）

Ｈ23年8月21日～
Ｈ23年9月10日生

9か月～1歳未満

Ｈ20年6月生

1月12日㈭

Ｈ22年7月1日～
Ｈ22年7月20日生 2月9日㈭

指定医療機関でお受けください
受診票は4か月児健診時配布

1月17日㈫

2月7日㈫
午後0時45分・1時30分
2月7日㈫
午後2時30分～3時

2月7日㈫
午後2時30分～4時
2月7日㈫
午前10時30分～11時30分
※2月7日㈫
午前10時～10時30分

場　所　保健センター　　受付時間　個別に通知します。

就学前の乳幼児

Ｈ23年6月生

1月17日㈫、2月9日㈭
午後2時30分～4時

1か月～8か月未満
の親子

1～3歳

7か月～1歳未満
の親子

場　所　保健センター 場　所　保健センター

Ｈ23年9月11日～
Ｈ23年9月30日生 1月25日㈬

Ｈ22年6月11日～
Ｈ22年6月30日生 1月18日㈬

2月7日㈫
午後1時30分～3時30分就学前の乳幼児

毎週火・金曜日
午前9時～正午
1月17日㈫
午前9時30分～11時

　健康相談・育児相談などの電話相談も受け付けています。
　日程　月～金曜日(祝日を除く)　時間　午前9時～午後5時

保健センター

保健センター

Ｈ23年8月生 午後１時15分～１時30分

1月24日㈫
1月26日㈭

Ｈ22年1月生
Ｈ21年7月生

1月16日㈪

場所　保健センター　受付時間　午後1時～1時30分。午後2時30分ごろ終了予定　持物　
歯ブラシ・母子手帳・お茶・50円切手　※今月都合の悪い場合は来月でも可（予約不要）

乳児後期健診

3歳6か月児健診

7か月児相談

乳幼児育児相談会
（身体計測・相談）

1・2・3のみんなの広場
(親子同士の交流・相談)

赤ちゃん広場
(親子同士の交流・相談)

※タッチケア
(赤ちゃんマッサージ)

ぴよぴよくらぶ
(親子同士の交流・相談)

　乳幼児健診

　育児相談

4か月児健診

1歳6か月児健診

ほっと一息まんま・食のサロン
（食に関する相談・アドバイス）

一般健康相談
（予約不要）
歯科・栄養相談
（予約制）

　健康相談

2歳児
2歳6か月児

　よい歯を育てる会（歯科健診）

　ベビーCooking（離乳食講習会）

日　　時場　　所相  談  名

日　　程対　　象

受付時間対　　象日　　時

対　　象 日　　程

日　　時

健  診  名

対　　象相  談  名

子育てを中心とした、さまざまな相談や健康診査
実施日の一覧です。

各種相談・健診の日程表

精神保健市民講座

20

楽笑会

点字広報誌「ヘルシーおおさか
21」の発行について

健康教室

和泉保健所案内
蕁41・1342

非
常
事
態
!!

急
病
!!

いざ！というときの連絡先 HEA
LTH

 

＆ 
HOSPITAL 健康

市
立
病
院
ス
タ
ッ
フ
コ
ラ
ム

健
康
・
予
防
の
ハ
ナ
シ

ち
ょ
っ
と

耳
よ
り
な

21 広報いずみおおつ　平成24年1月号

蘚三種混合・二種混合・MR(麻しん、
風しん混合ワクチン）・日本脳炎
市内医療機関で、個別接種を行って

います。詳細は、広報いずみおおつ平
成23年４月号の平成23年度母子保健
予定表（保存版）をご覧ください。
蘚BCG接種
実施日 1月27日㈮
受付時間 午後1時30分～2時30分
場所 保健センター
対象 生後6か月未満

平成20年４月から５年間の時限措
置で、中学校１年生もしくは高校３年
生相当時に１回麻しん風しん混合予防
接種を行っています。第２・３・４期
の接種期間は、平成24年３月末まで
です。健康上の問題などがなければ早
めに接種しましょう。
平成23年度対象者　▷第２期…小学校
入学前の１年間（平成17年４月２日
～平成18年４月１日生まれ） ▷第

３期…中学１年生に相当する年齢の人
（平成10年４月２日～平成11年４月
１日生まれ） ▷第４期…高校３年生
に相当する年齢の人（平成５年４月２
日～平成６年４月１日生まれ）
なお、第２期の予診票は、実施医療

機関で準備しています。第３・４期の
対象になる人には、すでに説明書・予
診票を個別送付しています。予診票を
紛失した人は、保健センターまでお問
い合わせください。

２・３月コース受け付け中です。詳
細は保健センターまでお問い合わせく
ださい。なお、お子さん連れの参加は、
ご遠慮ください。

15歳未満（中学生まで）のお子さ
んが休日に病気になった場合は、標記
センター（岸和田市荒木町1－1－51
蕁072・443・5940）をご利用く
ださい。受け付けは、土曜日の午後5

時～10時、日曜日・祝日、年末年始
（12月29日～1月3日）は午前9時～
午後10時です。ただし、正午～午後1
時と午後4時～5時は、受け付けでき
ません。なお休日の救急に関しては、
市消防本部へ。

蜴1月1日㈷　磯田歯科医院（東助松
町2ー9ー3　蕁21・1041）　蜴2
日㈷　貫野歯科医院（東助松町1－2
ー10　蕁21・0651）　蜴3日㈫
川崎歯科医院（東助松町1－8－25
蕁32・5055）　蜴9日㈷　坂下歯
科（森町1－4－32　蕁31・2500）
蜴2月11日㈷　かじ歯科医院（助松町
1―1―23―202　蕁31・0888）
診療受付は、午前9時30分～11時

30分、午後1時～4時。事前に電話連
絡を。なお、医院ごとに初診料が必要
です。また、事情で担当歯科医院を変
更する場合や、診療を中止するときが
ありますので、電話で確認のうえご来
院ください。電話がつながらない場合
は市消防本部へお問合わせください。

予防接種のお知らせ

ワ
ク
チ
ン
の
種
類
が
増
え
ま

し
た
が
、
日
本
は
ま
だ
ま
だ
遅

れ
て
い
ま
す
。
平
成
23
年
11
月
、

新
た
に
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
が
使
用
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
23
年
７
月
、
現
在
世
界
で

使
用
さ
れ
て
い
る
２
種
類
の
う

ち
一
つ
が
日
本
で
も
承
認
さ
れ

ま
し
た
。
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
は
、
お
う
吐
・
下
痢
を
起
こ

す
胃
腸
炎
の
ほ
か
に
脳
炎
な
ど

の
重
い
合
併
症
を
起
こ
し
ま
す
。

５
歳
ご
ろ
ま
で
に
少
な
く
と
も

１
回
は
か
か
り
、
何
度
も
か
か

る
人
も
い
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
を

受
け
れ
ば
お
う
吐
下
痢
症
を
防

ぎ
、
点
滴
や
入
院
が
必
要
に
な

る
ほ
ど
の
重
症
例
を
約
90
％
減

ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
結
果

と
し
て
、
脳
炎
な
ど
の
重
い
合

併
症
も
防
ぎ
ま
す
。
生
後
６
週

か
ら
接
種
で
き
、
４
週
間
隔
で

２
回
接
種
し
ま
す
。
遅
く
と
も

生
後
24
週
ま
で
に
接
種
を
完
了

し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
生
後
25

週
（
生
後
６
か
月
ご
ろ
）
以
降

は
接
種
で
き
ま
せ
ん
。
こ
れ
が

ほ
か
の
ワ
ク
チ
ン
と
異
な
る
点

で
、
腸
重
積
症
（
腸
閉
塞
の
一

種
）
が
起
こ
り
に
く
い
年
齢
で

接
種
す
る
の
が
目
的
で
す
。
０

歳
児
は
ほ
か
に
も
接
種
必
要
な

ワ
ク
チ
ン
が
多
数
あ
り
、
同
時

接
種
で
受
け
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
世
界
中
で
多
く
の
調
査
が

行
わ
れ
、
安
全
性
は
極
め
て
高

い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
W
H
O

（
世
界
保
健
機
関
）
は
平
成
21
年

６
月
に
、
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
を
子
ど
も
の
最
重
要
ワ
ク

チ
ン
の
一
つ
に
指
定
し
ま
し
た
。

決
め
ら
れ
た
期
間
内
に
接
種
完

了
で
き
る
よ
う
か
か
り
つ
け
医

師
と
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

新
生
児
内
科
　
北
村
直
行
医
師

ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
お
話

たまごくらす（両親教室）
2・3月コース募集

泉州北部小児初期
救急広域センター

年始・祝日
歯科急病診療医院

●泉大津市消防本部　蕁21・0119
●泉州北部小児初期救急広域センター 蕁072・443・5940

●和泉保健所 蕁41・1342
●救急安心センターおおさか 蕁＃7119または06・6582・7119

※「救急安心センターおおさか」では、専門の相談
員・看護師・医師が常駐し、24時間体制で応急手
当の方法や病院での受診に関する助言を行います

麻しん風しん混合予防接種を
受けましたか



司書のおすすめブックス。 
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図書館だより
推薦図書や新着本を紹介します。 蕁 32・0562

 日 月 火 水 木 金 土

…

休
館
日

１
月
の
カ
レ
ン
ダ
ー

開館時間 → 午前 9時 30分～午後 7時（土・日曜日、祝日は午後 5時まで）

と
し
ょ
か
ん
か
ら
の
お
知
ら
せ
あ
れ
こ
れ
。 

◆
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
・
ハ
ー

ト

マ
リ
ア
ン
・
デ
レ
オ

著

◆
え
ん
ま
の
は
い
し
ゃ

く
す
の
き
し
げ
の
り

作

◆
日
本
一
や
さ
し
い
法
律
の

教
科
書

品
川
皓
亮

著

チェルノブイリ原発事故による被
害の実態を克明に描いたドキュメン
タリー映画「チェルノブイリ・ハー
ト」を、画像とともに紹介する。
チェルノブイリのもうひとつの物
語「ホワイトホース」や、メイキン
グなどを収録。

現役・京大法科大学院生の著者と
生徒のポチくんとの会話を通じて、
六法（憲法、民法、会社法、刑法、
民事訴訟法、刑事訴訟法）のエッセ
ンスをやさしく解説。
法律の面白さを体感できる入門

書。

下手な将棋ばかりして、いいかげ
んな治療をしていたことをえんまさ
まに責め立てられた歯医者は、言い
逃れをして、なんとか地獄に送られ
ないよう立ち回ります。
ほらふき歯医者に振り回される、

えんまさまたちの愉快なお話。

◆
恋
す
る
原
発

高
橋
源
一
郎

著

◆
ス
ウ
ィ
ー
ト
・
ヒ
ア
ア

フ
タ
ー

よ
し
も
と
ば
な
な

著

◆
チ
ェ
イ
ン
ギ
ャ
ン
グ
は

忘
れ
な
い

横
関
大
　
著

◆
あ
か
り
の
湖
畔

青
山
七
恵
　
著

◆
ヒ
ア
・
カ
ム
ズ
・
ザ
・

サ
ン

有
川
浩
　
著

◆
放
蕩
記

村
山
由
佳
　
著

◆
吉
田
キ
グ
ル
マ
レ
ナ
イ

ト
☆

日
野
俊
太
郎
　
著

◆
蛍
の
航
跡帚

木
蓬
生
　
著

◆
ロ
ー
ト
ケ
プ
シ
ェ
ン
、

こ
っ
ち
に
お
い
で

相
沢
沙
呼
　
著

◆
く
ち
び
る
に
歌
を

中
田
永
一

著

◆
終
わ
り
続
け
る
世
界
の

な
か
で

粕
谷
知
世
　
著

◆
さ
ざ
な
み
の
国

勝
山
海
百
合
　
著

◆
お
や
お
や
お
や
つ

庄
司
三
智
子

作

◆
う
つ
ぼ
ざ
る

も
と
し
た
い
づ
み

作

◆
よ
ろ
ず
ト
ラ
ブ
ル
妖
怪

に
お
ま
か
せ

三
田
村
信
行

作

◆
ビ
ッ
ケ
と
空
と
ぶ
バ
イ

キ
ン
グ
船

R
・
ヨ
ン
ソ
ン

作

◆
と
っ
ぴ
ん
し
ゃ
ん

上
・
下

山
本
一
力

作

◆
ス
ウ
ィ
ン
グ
！

横
沢
彰
　
作

◆
さ
ん
ぽ
の
き

サ
ト
シ
ン

作

◆
ど
う
ぶ
つ
げ
ん
き
に
じ

ゅ
う
い
さ
ん山

本
省
三
　
作

◆
の
ら
犬
ホ
ッ
ト
ド
ッ
グ

大
か
つ
や
く

C
・
ブ
レ
イ

作

◆
お
か
あ
さ
ん
と
わ
る
い

キ
ツ
ネ

I
・
ガ
ン
バ
ー
ト
ル

作

◆
ぼ
く
の
ゆ
き
だ
る
ま
く

んア
リ
ス
ン
・
マ
ギ
ー
　
作

◆
ツ
チ
ノ
コ
温
泉
へ
よ
う

こ
そ

中
山
聖
子
　
作

◆
玄
鳥

藤
沢
周
平
　
著

◆
浦
島

藤
沢
周
平
　
著

日
時

２
月
４
日
貍

午

後
２
時
〜
３
時
12
分

「
三
人
の
騎
士
　
世
界
名

作
ア
ニ
メ
」

日
時

１
月
21
日
貍

午

後
３
時
〜
（
約
30
分
）

※
毎
月
第
三
土
曜
日
の
午

後
３
時
〜

日
時

２
月
２
日
㈭
　
午

前
11
時
〜
（
約
60
分
）

※
毎
月
第
一
木
曜
日
の
午

前
11
時
〜

22

01
新
着
一
般
書

02
新
着
児
童
書

04

映
画
会

05
お
は
な
し
会

03
録
音
図
書 

CD

06
あ
か
ち
ゃ
ん
の
た
め
の

お
は
な
し
会

23 広報いずみおおつ　平成24年1月号

小
学
３
〜
６
年
生
の
子
ど
も
た
ち

が
班
ご
と
に
分
か
れ
て
野
菜
な
ど
の

切
り
方
を
学
び
な
が
ら
、
ク
ッ
キ
ン

グ
に
挑
戦
し
ま
す
。

日
時

２
月
18
日
㈯
・
25
日
㈯
　
午

前
10
時
〜
午
後
１
時

場
所

南
公
民
館

対
象

市
内
在
住
の
小
学
３
〜
６
年

生定
員

先
着
20
人

受
講
料

１
５
０
０
円
（
材
料
費
を

含
む
）

持
物

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
き
ん
（
バ

ン
ダ
ナ
）・
ふ
き
ん
２
枚
　
ハ
ン
ド
タ

オ
ル
・
持
ち
帰
り
用
容
器
・
筆
記
用

具申
込
・
問
合

１
月
21
日
㈯
午
前
９

時
か
ら
本
人
も
し
く
は
家
族
が
直
接

南
公
民
館
（
☎
33
・
１
７
６
４
　
薨

33
・
１
３
０
０
）
へ

な
お
、
申
込
書
は
１
人
１
枚
と
し

ま
す
。
だ
だ
し
、
定
員
に
満
た
な
い

場
合
の
み
22
日
㈰
か
ら
電
話
・
フ
ァ

ク
ス
で
も
受
け
付
け
し
ま
す
。

な
お
、
申
し
込
み
後
の
キ
ャ
ン
セ

ル
に
つ
い
て
は
返
金
で
き
ま
せ
ん
。

北
公
民
館
ク
ラ
ブ
「
子
ど
も
英
会

話
」
で
は
、
毎
週
土
曜
日
午
後
１
時

か
ら
、
年
長
児
か
ら
小
学
６
年
生
ま

で
、
７
ク
ラ
ス
に
分
か
れ
て
楽
し
く

英
会
話
を
学
ん
で
い
ま
す
。
今
ま
で

の
募
集
は
新
年
長
児
の
み
で
し
た
が
、

新
小
学
６
年
生
は
中
学
校
に
向
け
て

の
教
材
で
一
か
ら
勉
強
す
る
と
い
う

こ
と
で
去
年
か
ら
新
小
学
６
年
生
の

募
集
も
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
、
次

の
と
お
り
見
学
会
を
開
催
し
ま
す
の

で
、
一
度
見
学
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

新
小
学
１
年
生
か
ら
５
年
生
の
人
も

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時

１
月
21
日
㈯
　
▽
新
年
長
児

…
午
後
１
時
〜
１
時
40
分
　
▽
新
小

学
６
年
生
…
午
後
５
時
40
分
〜
６
時

30
分

場
所

北
公
民
館

対
象

平
成
24
年
度
新
年
長
児
（
保

護
者
の
同
伴
が
可
能
な
お
子
さ
ん
の

み
）、
平
成
24
年
度
新
小
学
６
年
生

問
合

子
ど
も
英
会
話
ク
ラ
ブ
（
☎

33
・
３
０
０
２
）

北
公
民
館
ク
ラ
ブ
「
ア
ン
パ
ン
マ

ン
」
で
は
、
月
３
回
金
曜
日
に
、
先

生
の
ア
イ
デ
ア
い
っ
ぱ
い
の
指
導
で
、

楽
し
く
仲
よ
く
色
々
な
方
法
で
体
を

動
か
し
ま
す
。
一
度
見
学
に
来
て
み

ま
せ
ん
か
！

日
時

２
月
３
日
㈮
・
10
日
㈮
　
午

後
２
時
30
分
〜
３
時
10
分

抽
選
日
時

２
月
10
日
㈮
　
午
後
３

時
20
分

場
所

北
公
民
館

対
象

新
年
中
児
16
人

持
物

上
靴
・
動
き
や
す
い
服
装
・

水
筒

問
合

ア
ン
パ
ン
マ
ン
ク
ラ
ブ
（
☎

20
・
１
６
６
１
）

北
公
民
館
ク
ラ
ブ
「
ち
び
っ
こ
ジ

ャ
ズ
」
で
は
、
毎
週
水
曜
日
の
午
後

３
時
20
分
か
ら
５
時
ま
で
、
ジ
ャ
ズ

ダ
ン
ス
の
練
習
を
し
て
い
ま
す
。
一

度
見
学
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
程

２
月
１
日
㈬
（
以
降
８
月
ま

で
第
一
水
曜
日
見
学
可
能
）

集
合
場
所

北
公
民
館

対
象

平
成
24
年
度
新
小
学
１
〜
６

年
生

持
物

上
靴
・
水
筒
・
タ
オ
ル
・
動

き
や
す
い
服
装

問
合

ち
び
っ
こ
ジ
ャ
ズ
ク
ラ
ブ
（
☎

22
・
７
８
１
５
）

高
齢
期
を
健
や
か
に
過
ご
す
た
め

に
必
要
な
知
識
を
学
ん
で
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
高
齢
者
の
自
立
を
目
指

し
た
介
護
が
で
き
る
よ
う
、
そ
の
知

識
と
技
術
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
赤
十
字
健
康
生
活
支
援

講
習
「
支
援
員
養
成
講
習
」
を
次
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
。

日
時

１
月
27
日
㈮
・
２
月
10
日
㈮
、

17
日
㈮
・
24
日
㈮
・
３
月
２
日
㈮
・

９
日
㈮
（
全
６
回
）
　
い
ず
れ
も
午

後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

場
所

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

受
講
資
格

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤

の
15
歳
以
上
の
人

定
員

先
着
30
人

受
講
料

無
料

講
師

赤
十
字
健
康
生
活
支
援
講
習

指
導
員

受
講
内
容

▽
赤
十
字
健
康
生
活
支

援
講
習
に
つ
い
て

▽
高
齢
者
の
健

康
と
安
全
　
▽
生
活
習
慣
病
・
生
活

不
活
発
病
の
予
防
、
事
故
の
予
防
と

手
当
、
急
病
へ
の
対
応
な
ど

▽
地

域
に
お
け
る
高
齢
者
支
援
　
▽
心
が

ま
え
、
感
染
予
防
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
、
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

▽
日
常
生
活
に
お
け
る
介
助
　
▽
ベ

ッ
ド
メ
ー
キ
ン
グ
、
移
動
、
衣
服
着

脱
、
食
事
、
排
泄
、
清
潔
な
ど

申
込
・
問
合

１
月
４
日
㈬
〜
23
日

㈪
に
、
日
赤
泉
大
津
市
地
区
事
務
局

（
社
会
福
祉
協
議
会
内
　
☎
23
・
１
３

９
３
）
へ

情
報
か
わ
ら
版

STU
DY
! 

NE
WS
! 

EV
EN
T! 

INF
OR
MA
TIO
N! 

イ
ベ
ン
ト
や
各
種
講
座

な
ど
の
ご
案
内
で
す
。

STU
DY
! 

NE
WS
! 

EV
EN
T! 

INF
OR
MA
TIO
N!

子
ど
も
ク
ッ
キ
ン
グ

ち
び
っ
こ
ジ
ャ
ズ
ク
ラ
ブ

見
学
会

ア
ン
パ
ン
マ
ン
ク
ラ
ブ

見
学
会

赤
十
字
健
康
生
活
支
援
講
習

「
支
援
員
養
成
講
習
」

※H23年12月1日現在。
( ）は前月比

●総人口
77,434人 (＋49人)
●女
40,199人 (＋29人)
●男
37,235人 (＋20人)
●世帯数
33,187世帯(＋32世帯)
●面積
13.29 裄 (±0裄)

子
ど
も
英
会
話
ク
ラ
ブ

見
学
会



タイトルアイコンは、対象者を表しています。  乳幼児 子ども 高齢者 親子 母子 障がい者 一般

（
無
印
）

24

（「
学
習
・
講
座
」
の
続
き
）

パ
ソ
コ
ン
が
初
め
て
の
人
を
対
象

に
、
パ
ソ
コ
ン
の
操
作
、
文
字
の
入

力
や
ワ
ー
ド
の
基
本
を
学
び
日
常
生

活
に
役
立
つ
文
章
作
成
を
重
点
と
し

た
講
座
で
す
。

日
時

２
月
２
日
・
９
日
・
16
日
・

23
日
の
毎
週
木
曜
　
午
後
１
時
30
分

〜
４
時
30
分

場
所

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象

市
内
在
住
の
55
歳
以
上
の
人

で
、
原
則
全
日
程
参
加
可
能
な
人

定
員

12
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合

抽
選
）

参
加
費

無
料
（
教
材
費
２
０
０
０

円
）

申
込
・
問
合

１
月
16
日
㈪
ま
で
に

所
定
の
申
込
用
紙
、
ま
た
は
往
復
は

が
き
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話

番
号
・
２
月
受
講
希
望
と
記
入
の
う

え
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
〒

５
９
５
ー
０
０
２
６
　
東
雲
町
９
ー

12

☎
23
・
１
０
０
７
）
へ

あ
た
ま
が
元
気
だ
と
や
る
気
が
出

て
、
若
々
し
く
過
ご
せ
ま
す
。
最
近

物
忘
れ
が
…
、
そ
の
心
配
が
あ
る
人
、

な
い
人
も
皆
さ
ん
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時

１
月
17
日
・
24
日
・
31
日
・

２
月
７
日
の
火
曜
日
　
午
前
９
時
45

分
〜
11
時
45
分

場
所

ベ
ル
セ
ン
タ
ー

対
象
者

お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
市

民
（
医
師
か
ら
運
動
制
限
の
指
示
が

あ
る
人
は
参
加
で
き
な
い
場
合
あ
り
）

定
員

20
人
程
度

参
加
費

無
料

講
師

理
学
療
法
士
な
ど

内
容

認
知
症
の
こ
と
に
つ
い
て
の

学
習
、
脳
を
元
気
に
す
る
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
指
導
な
ど

申
込
・
問
合

１
月
10
日
㈫
か
ら
電

話
ま
た
は
高
齢
介
護
課
介
護
予
防
係

（
市
役
所
８
番
窓
口
）
へ

「
か
ら
だ
（
体
力
）
年
齢
」
を
測

定
し
、「
健
康
で
い
る
た
め
の
秘
訣
」

を
学
び
ま
す
。
毎
回
好
評
の
人
気
講

座
で
、
今
年
度
、
最
後
の
募
集
で
す
！

日
時

▽
基
礎
編
…
２
月
１
日
㈬
・

８
日
㈬
・
15
日
㈬
・
22
日
㈬
　
▽
復

習
編
…
３
月
14
日
㈬
・
４
月
11
日

㈬
・
５
月
９
日
㈬
　
そ
れ
ぞ
れ
午
前

９
時
30
分
〜
午
前
11
時
30
分

場
所

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

対
象

お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
市
民

（
医
師
か
ら
運
動
制
限
の
指
示
を
受
け

て
い
る
人
は
参
加
不
可
）

定
員

25
人

参
加
費

無
料
（
参
加
し
た
人
に
は

『
若
さ
の
秘
訣
！
』
冊
子
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
）

講
師

運
動
指
導
士
な
ど

内
容

①
イ
ン
ボ
デ
ィ
測
定
（
か
ら

だ
年
齢
・
筋
肉
・
脂
肪
バ
ラ
ン
ス
な

ど
を
測
定
）、
体
力
測
定
　
②
ス
ト
レ

ッ
チ
・
筋
力
ア
ッ
プ
運
動
・
栄
養
や

口
腔
の
講
話
な
ど
（
初
心
者
の
人
も

大
丈
夫
な
運
動
内
容
で
す
）

申
込
・
問
合

１
月
16
日
㈪
か
ら
電

話
ま
た
は
高
齢
介
護
課
介
護
予
防
係

（
市
役
所
１
階
８
番
窓
口
）
へ

年
々
増
え
る
糖
尿
病
！
　
糖
尿
病

に
な
ら
な
い
た
め
に
、
糖
尿
病
に
な

っ
て
も
元
気
で
す
ご
せ
る
よ
う
に
い

っ
し
ょ
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

さ
ら
に
、
笑
福
亭
た
ま
の
落
語
で

笑
っ
て
、
元
気
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

日
時

２
月
４
日
㈯
　
午
後
２
時
〜

４
時
30
分
（
開
場
１
時
30
分
）

場
所

ホ
テ
ル
レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー

定
員

２
０
０
人

参
加
費

無
料

内
容

▽
講
演
…
李
英
子
先
生
（
糖

尿
病
専
門
医
、
当
院
内
科
）、
糖
尿
病

療
養
指
導
士
　
▽
口
演
…
笑
福
亭
た

ま

▽
糖
尿
病
相
談
コ
ー
ナ
ー
（
血

糖
値
の
測
定
な
ど
）

申
込

不
要
（
当
日
、
直
接
会
場
へ
）

問
合

市
立
病
院
総
務
課
（
☎
32
・

５
６
２
２
）
へ

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
を
利
用
す
る
に

は
講
習
会
を
受
講
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
。
総
合
体
育
館
で
は
、
次
の
日

程
で
講
習
会
を
開
き
ま
す
。

対
象

15
歳
以
上
の
人
（
中
学
生
は

不
可
）

定
員

５
人
程
度
（
19
日
は
30
人
）

講
習
日
の
持
物

２
５
０
円
（
許
可

証
を
発
行
）・
縦
３
㎝
×
横
２
㎝
の
顔

写
真
・
上
靴
・
運
動
の
で
き
る
服
装

申
込
・
問
合

１
月
22
日
㈰
午
前
10

時
か
ら
総
合
体
育
館
（
☎
33
・
１
２

０
０
）
へ

泉
大
津
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
創
立

55
周
年
記
念
企
画
で
、
市
教
育
委
員

会
が
製
作
し
た
市
内
の
文
化
財
を
紹

介
す
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
（
全
４
篇
）
の
上
映

会
を
生
涯
学
習
課
の
解
説
つ
き
で
、
次

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

な
お
、
参
加
者
に
は
、
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
に
も
活
用
で
き
る
イ
ラ
ス
ト
マ

ッ
プ
を
お
渡
し
し
ま
す
。

日
程
・
内
容

▽
１
月
18
日
㈬
…
「
古

代
ロ
マ
ン
篇
」・「
海
が
語
る
歴
史
篇
」

▽
25
日
㈬
…
「
古
の
足
跡
篇
」・「
水

辺
の
せ
せ
ら
ぎ
篇
」

場
所

市
役
所
３
階
大
会
議
室

日
程
・
内
容

▽
２
月
14
日
㈫
…
「
古

代
ロ
マ
ン
篇
」・「
海
が
語
る
歴
史
篇
」

▽
17
日
㈮
…
「
古
の
足
跡
篇
」・「
水

辺
の
せ
せ
ら
ぎ
篇
」

場
所

テ
ク
ス
ピ
ア
大
阪
３
階
研
修

室時
間

い
ず
れ
も
午
後
２
時
〜
３
時

詳
細

▽
「
古
代
ロ
マ
ン
篇
」
…
泉

穴
師
神
社
や
池
上
曽
根
史
跡
公
園
な

ど
を
紹
介
　
▽
「
海
が
語
る
歴
史
篇
」

…
ロ
シ
ア
兵
墓
地
、
浜
街
道
な
ど
海

側
を
紹
介
　
▽
「
古
の
足
跡
篇
」
…

田
中
本
陣
な
ど
市
北
部
を
紹
介
　
▽

「
水
辺
の
せ
せ
ら
ぎ
篇
」
…
戎
神
社

跡
、
粟
神
社
跡
な
ど
を
紹
介

入
場

無
料

申
込

不
要

問
合

生
涯
学
習
課
（
市
役
所
３
階
）

総
合
体
育
館
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室

利
用
講
習
会
（
２
月
分
）

中
高
年
の
初
心
者

パ
ソ
コ
ン
教
室

糖
尿
病
市
民
セ
ミ
ナ
ー

あ
た
ま
い
き
い
き
教
室

認
知
症
予
防
講
座

D
Ｖ
D
上
映
会
「
散
策
い
ず
み
お
お
つ

〜
泉
大
津
の
文
化
財
を
訪
ね
て
〜
」

日　　時
3 日㈮
8日㈬
10日㈮
14日㈫
17日㈮
19日㈰
22日㈬
25日㈯

午前 10時～
午後 7時～
午後 3時～
午前 10時～
午後 7時～
午前 10時～
午後 7時～
午後 3時～

２
月
分
日
程
表

貯
筋
ア
ッ
プ
講
座

総合体育館トレーニング室

25 広報いずみおおつ　平成24年1月号

韓
国
の
文
化
、
芸
能
な
ど
に
興
味

を
お
持
ち
の
人
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

日
時

３
月
８
日
㈭
〜
５
月
31
日
㈭

の
毎
週
木
曜
日
（
５
月
３
日
を
除
く
、

全
12
回
）
　
午
後
６
時
30
分
〜
７
時

15
分

場
所

テ
ク
ス
ピ
ア
大
阪
３
階

対
象

ど
な
た
で
も
参
加
可
能

定
員

先
着
45
人

受
講
料

１
万
円
（
教
材
費
含
む
。

た
だ
し
、
高
石
市
か
ら
岬
町
以
外
に

在
住
の
人
は
１
万
２
０
０
０
円
）

申
込
・
問
合

１
月
10
日
㈫
〜
３
月

５
日
㈪
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除

く
）
の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
に
韓

国
民
団
泉
州
支
部
（
☎
32
・
５
４
５

２
）
へ

〜
絵
本
は
子
ど
も
た
ち
の

想
像
力
を
育
て
ま
す
〜

市
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
子
育
て
講
座
と
し
て
「
音
楽
を

つ
け
た
ゆ
か
い
で
楽
し
い
絵
本
の
読

み
聞
か
せ
」
を
次
の
と
お
り
実
施
し

ま
す
。

日
時

２
月
７
日
㈫
　
午
前
10
時
30

分
〜
11
時
30
分
（
受
付
午
前
10
時
15

分
〜
）

場
所

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象

市
内
在
住
の
０
歳
〜
就
学
前

の
子
ど
も
と
そ
の
親

定
員

先
着
25
組
（
申
込
制
）

参
加
費

無
料

持
物

お
茶

講
師

飯
田
雅
子
氏

申
込

１
月
23
日
㈪
か
ら
月
〜
金
曜

日
の
午
後
０
時
30
分
〜
４
時
に
、
地

域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
23
・

０
０
１
２
）
へ

問
合

児
童
福
祉
課
（
市
役
所
１
階

11
番
窓
口
）

な
お
、
駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま

す
。
自
転
車
か
徒
歩
で
ご
来
場
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
２
月
７
日
㈫
は
、
お

や
こ
広
場
「
た
ん
ぽ
っ
ぽ
」
を
お
休

み
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

伝
承
芸
能
と
し
て
現
在
に
伝
わ
る

優
雅
な
和
楽
器
と
日
本
舞
踊
で
心
を

癒
し
ま
せ
ん
か
。

長
唄
（
三
味
線
）・
文
化
箏
・
箏

曲
・
詩
吟
・
日
本
舞
踊
で
、
新
春
の

午
後
の
ひ
と
と
き
を
楽
し
み
ま
し
ょ

う
。

日
時

１
月
28
日
㈯
　
午
後
１
時
30

分場
所

市
民
会
館
小
ホ
ー
ル

入
場
料

無
料

問
合

市
民
会
館
（
☎
21
・
７
０
５

０
）

日
時

２
月
５
日
㈰
　
午
後
１
時
30

分
開
演
（
午
後
１
時
開
場
）

場
所

市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

入
場
料

無
料

内
容

東
陽
中
学
校
、
誠
風
中
学
校
、

小
津
中
学
校
、
府
立
泉
大
津
高
等
学

校
、
市
吹
奏
楽
団
の
５
団
体
に
よ
る

演
奏

問
合

生
涯
学
習
課
（
市
役
所
３
階
）

文
化
連
盟
の
会
員
に
よ
る
市
民
ギ

ャ
ラ
リ
ー
展
を
次
の
と
お
り
開
催
し

ま
す
。

日
時
　
１
月
19
日
㈭
〜
22
日
㈰
　
午

前
10
時
〜
午
後
４
時
30
分
（
最
終
日

の
み
午
後
４
時
ま
で
）

場
所

織
編
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー

入
場
料

無
料

部
門

洋
画
・
日
本
画
・
書
・
写

真
・
工
芸
（
予
定
）

問
合

生
涯
学
習
課
（
市
役
所
３
階
）

皆
さ
ん
の
ご
観
戦
、
応
援
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

日
時

１
月
22
日
㈰
　
午
前
９
時
20

分
開
会

場
所

総
合
体
育
館

問
合

総
合
体
育
館
（
☎
33
・
１
２

０
０
）

「
一
歩
ふ
み
だ
せ
ば
「
風
」
は
変

る
〜
心
、
元
気
に
〜
」。
魂
を
揺
さ
ぶ

る
ソ
ウ
ル
ゴ
ス
ペ
ル
シ
ン
ガ
ー
・
新

井
深
絵
さ
ん
に
よ
る
ト
ー
ク
＆
コ
ン

サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

日
時

２
月
11
日
㈷
　
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分
（
午
後
１
時
開
場
）

場
所

市
民
会
館
小
ホ
ー
ル

入
場
料

無
料

手
話
通
訳

あ
り

一
時
保
育
　
あ
り
。
対
象
は
、
１
歳

６
か
月
以
上
未
就
学
児
ま
で
。
先
着

６
人
（
要
予
約
１
月
20
日
㈮
ま
で
）、

保
険
料
と
し
て
１
人
50
円
が
必
要

問
合

人
権
啓
発
課
（
市
役
所
１
階

１
番
窓
口
）、
に
ん
じ
ん
サ
ロ
ン
（
男

女
共
同
参
画
交
流
サ
ロ
ン
　
市
民
会

館
西
側
　
☎
21
・
６
５
５
５
）

子
育
て
講
座

音
楽
を
つ
け
た
絵
本
劇
場

市
民
音
楽
祭

吹
奏
楽
の
部

新
春
を
寿こ
と
ほぐ
和
の
宴

和
楽
器
・
日
本
舞
踊

韓
国
語
講
座
初
級
・
入
門
編

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展

第
26
回
カ
ッ
プ
ル

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

フ
ォ
ー
ラ
ム
in
泉
大
津
２
０
１
２

〜
す
て
き
に
生
き
る
女
と
男
〜

■KLMオランダ航空日本就航60周年記念イベント
関空展望ホール「Sky View」では、KLMオランダ航空が
12月7日で日本就航60周年を迎えたことを記念し、
KLMオランダ航空とオランダの魅力を紹介するイベント
「Travelling Dutch Design」を開催しています。
期間 ～1月29日㈰まで
場所 関空展望ホール「Sky View」 ▷「レジェンド・オ
ブ・コンコルド」…営業時間　午前11時～午後9時（ラ
ストオーダー午後8時）、平日は午前10時から営業（ス
カイビューカフェのメニューも一部利用可）　▷「スカイ
ビューカフェ」…営業時間　午前10時～午後7時30分
（土・日曜日、祝日のみ営業）
内容 ①世界最古の翼－KLMオランダ航空－ヒストリカ
ルギャラリー　②『Facebookで交流！NRL＆JPN』　③
オランダを味覚で体験！オランダ風機内食・オランダフー
ドの販売　④KLM＆KIX コラボレーショングッズの販売
問合 関空展望ホール「Sky View」（☎072・455・
2082）

関空ニュース



タイトルアイコンは、対象者を表しています。  乳幼児 子ども 高齢者 親子 母子 障がい者 一般

（
無
印
）
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（「
イ
ベ
ン
ト
」
の
続
き
）

に
ん
じ
ん
サ
ロ
ン
で
は
、
男
女
共

同
参
画
社
会
づ
く
り
の
た
め
の
学
習

活
動
の
支
援
と
交
流
の
場
と
な
る
こ

と
を
目
指
し
、
各
種
講
座
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

１
月
の
イ
ベ
ン
ト
は
左
表
の
と
お

り
で
す
。
参
加
に
つ
い
て
は
、
に
ん

じ
ん
サ
ロ
ン
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
事
前
申
し
込
み
不
要
の
講
座

は
、「
チ
ェ
ア
・
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
」
と

「
川
柳
」
で
す
。

な
お
、
１
月
は
３
日
ま
で
閉
め
て

い
ま
す
。
休
館
日
は
、
毎
日
曜
日
・

月
曜
日
、
祝
日
で
す
。
11
日
㈬
は
市

民
会
館
が
休
館
日
に
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
サ
ロ
ン
も
お
休
み
で
す
。

■
手
作
り
講
座
「
み
ん
な
ち
が
っ
て

み
ん
な
い
い
　
お
ひ
な
さ
ま
を
作
り

ま
せ
ん
か
！
」

千
代
紙
を
使
っ
て
お
ひ
な
さ
ま
と

お
内
裏
さ
ま
の
貼
り
絵
を
作
り
ま
す
。

日
時

２
月
１
日
㈬
　
午
前
10
時
30

分
〜
11
時
30
分

場
所

に
ん
じ
ん
サ
ロ
ン

対
象

市
内
在
住
・
在
勤
の
人

定
員

20
人

参
加
費

材
料
費
と
し
て
２
０
０
円

（
当
日
徴
収
）

講
師

本
田
ま
す
み
さ
ん

申
込

１
月
10
日
㈫
午
前
10
時
か
ら

電
話
に
て
に
ん
じ
ん
サ
ロ
ン
へ

■
心
の
ケ
ア
セ
ミ
ナ
ー
〜
　
私
の
心

と
か
ら
だ
は
ワ
タ
シ
が
守
る
〜

唯

一
無
二
の
大
切
な
私
の
た
め
に
強
く

な
り
た
い
！

日
程
・
内
容
な
ど

▽
第
１
回
　
２

月
15
日
㈬
…
「
私
は
ワ
タ
シ
を
知
っ

て
る
？
〜
私
を
知
る
ワ
ー
ク
〜
」、
講

師
　
ウ
ィ
メ
ン
ズ
セ
ン
タ
ー
大
阪

高
見
陽
子
さ
ん
　
▽
第
２
回
　
22
日

㈬
…
「
女
（
わ
た
し
）
の
か
ら
だ
は

女
（
わ
た
し
）
の
も
の
〜
リ
プ
ロ
ダ

ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
／
ラ
イ
ツ
〜
」、

講
師
　
ウ
ィ
メ
ン
ズ
セ
ン
タ
ー
大
阪

谷
田
寿
美
江
さ
ん
　
▽
第
３
回
　
29

日
㈬
…
「
私
の
〝
境
界
線
〞
を
考
え

る
〜
ワ
タ
シ
を
守
る
〝
境
界
線
〞

〜
」、
講
師
　
高
見
陽
子
さ
ん
　
▽
第

４
回
　
３
月
７
日
㈬
…
「
世
間
の
枠

と
生
き
づ
ら
さ
〜
〝
○
○
ら
し
さ
〞

ｖ
ｓ
〝
自
分
ら
し
さ
〞」、
講
師
　
ウ

ィ
メ
ン
ズ
セ
ン
タ
ー
大
阪
　
原
田
薫

さ
ん
　
▽
第
５
回
　
21
日
㈬
…
「
私

の
心
と
か
ら
だ
〝
な
り
た
い
ワ
タ
シ
〞

〜
こ
の
ま
ま
で
い
い
〜
」、
講
師
　
高

見
陽
子
さ
ん

時
間

全
回
午
後
２
時
〜
３
時
30
分

場
所

に
ん
じ
ん
サ
ロ
ン

定
員

全
回
20
人

参
加
費

無
料

申
込

１
月
６
日
㈮
午
前
10
時
か
ら

電
話
に
て
に
ん
じ
ん
サ
ロ
ン
へ
（
な

る
べ
く
全
回
ご
参
加
く
だ
さ
い
）

な
お
、
一
時
保
育
あ
り
。
対
象
は
、

１
歳
６
か
月
か
ら
未
就
学
児
。
先
着

４
人
（
要
予
約
１
月
25
日
㈬
ま
で
）、

保
険
料
と
し
て
１
人
50
円
が
必
要
で

す
。

問
合

に
ん
じ
ん
サ
ロ
ン
（
男
女
共

同
参
画
交
流
サ
ロ
ン
　
市
民
会
館
西

側
　
☎
21
・
６
５
５
５
）

本
市
と
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し

て
い
る
羽
衣
国
際
大
学
に
お
い
て
、
羽

衣
国
際
大
学
保
護
者
会
主
催
の
フ
ァ

ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
ま

す
。バ

リ
ト
ン
独
唱
や
ピ
ア
ノ
、
ボ
ー

カ
ル
な
ど
の
現
代
的
な
ク
ラ
シ
ッ
ク

コ
ン
サ
ー
ト
を
無
料
で
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。
新
年
を
迎
え
、
新
た

な
気
持
ち
で
本
物
の
音
楽
に
触
れ
て

み
ま
せ
ん
か
？

な
お
、
入
場
希
望
の
人
は
、
直
接

会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時

１
月
28
日
㈯
　
午
後
１
時
開

場
、
午
後
１
時
30
分
開
演
（
午
後
３

時
30
分
終
演
予
定
）

場
所

羽
衣
国
際
大
学
羽
衣
学
園
講

堂入
場
料

無
料

出
演

▽
バ
リ
ト
ン
…
晴
雅
彦

▽
ピ
ア
ノ
…
岸
本
雅
美
　
▽
ボ
ー
カ

ル
…
寺
田
真
綾
、
藤
村
江
李
奈
、
松

尾
久
美
子

問
合
　
羽
衣
国
際
大
学
総
合
企
画
室

（
☎
０
７
２
・
２
６
５
・
７
０
０
０

URL
http://w
w
w
.hagorom
o.ac.jp

/）

に
ん
じ
ん
サ
ロ
ン
の

お
知
ら
せ

羽
衣
国
際
大
学
新
春
フ
ァ
ミ
リ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
２
０
１
２

にんじんサロン 1月の催し（蕁・薨 21・6555）
1月 4日㈬　午前 10時～正午
絵手紙　亀高怜子さん
1 月 5日㈭　午後 2時～ 4時
絵手紙　立花悦子さん
1 月 19日㈭　午前 11時～ 11時 30分
子どものためのおはなし会　エンジェルクラブ
1 月 19日㈭　午後 2時～ 4時
絵手紙　立花悦子さん
1 月 20日㈮　午前 10時 30分～ 11時 30分
チェア・エクササイズ（音楽を聞きながらからだを動かしましょう！）
　本田ますみさん
1 月 20日㈮　午後 1時 30分～ 3時 30分
セミナー　ドラマで学ぶ韓国の家族・女性の生き方①　山下英愛さん
1 月 25日㈬　午前 10時～正午
絵手紙　亀高怜子さん
1 月 26日㈭　午後 2時～1時間程度
「川柳などで、頭の活性化をしてみませんか？」　楠畑正史さん
1 月 27日㈮　午前 10時～正午
にんじん塾⑤　﨑田由美子さん
1 月 27日㈮　午後 1時 30分～ 3時 30分
セミナー　ドラマで学ぶ韓国の家族・女性の生き方②　山下英愛さん
1 月 28日㈯　午前 10時～正午
色紙 (しきし ) に絵を描きましょう　亀高怜子さん
2 月 1日㈬　午前 10時 30分～ 11時 30分
手づくり講座（おひなさま）　本田ますみさん
2 月 2日㈭　午後 2時～ 4時
絵手紙　立花悦子さん

　サ
ロ
ン
を
ご
利
用
の

際
に
は
、
必
ず
ス
リ
ッ

パ
な
ど
上
履
き
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

「広報いずみおおつ」広告募集（有料） 
　「広報いずみおおつ」では、毎月広告を掲載しています。
これは、市内産業の振興を図り、良質な商品やサービスなど
に関する情報を提供するために行うものです。 
　皆さんのご理解とご協力をお願いします。 
　掲載を希望される事業者は、下記広告代理店までお問い合
わせください。 

○広告サイズ…幅 183袢×高さ 49袢（1色刷り） 
○広告掲載料…下記広告代理店へお問い合わせください。 
※広告掲載基準により取り扱いができないものがあります。 
 

申込・問合　　合同会社 IM総合企画　蕁 072・242・7997　薨 072・296・7375 
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市
消
防
本
部
で
は
、
消
防
の
伝
統

行
事
の
消
防
出
初
式
を
次
の
と
お
り

実
施
し
ま
す
。
消
防
職
員
・
消
防
団

員
に
よ
る
分
列
行
進
・
車
両
行
進
・

一
斉
放
水
、
消
防
職
員
に
よ
る
は
し

ご
演
技
、
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
員
の
誓

い
の
言
葉
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
見
学
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時

１
月
８
日
㈰
　
午
前
９
時
30

分
〜
午
前
11
時

場
所

市
民
会
館
前
広
場

参
加
機
関

市
消
防
本
部
・
市
消
防

団
・
市
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ

問
合

消
防
本
部
警
防
課
（
☎
21
・

０
１
１
９
）

■
第
５
回
あ
す
と
市
民
講
座

①
１
月
15
日
㈰
　
内
容
　
「
子
育
て

―
 今
、
大
切
に
し
た
い
こ
と
 ―
」

講
師
　
相
ひ
ろ
美
氏

②
１
月
22
日
㈰
　
内
容
　
「
日
本
刀

の
鑑
定
②
 沸
と
匂
（
波
紋
焼
刃
）
に
つ

い
て
」
　
講
師
　
髙
橋
直
樹
氏

③
２
月
５
日
㈰
　
内
容
　
「
落
語
に

出
て
く
る
泉
州
の
地
名
と
泉
大
津
の

創
作
講
談
」
　
講
師
　
西
田
正
義
氏

④
２
月
12
日
㈰
　
内
容
　
「
日
本
の

仏
像
、
そ
の
〝
こ
こ
ろ
〞
と
〝
か
た

ち
〞」
　
講
師
　
辻
村
桂
祥
氏

時
間

各
講
座
と
も
午
後
２
時
〜
４

時
（
開
場
午
後
１
時
30
分
）

参
加
対
象

高
校
生
以
上
（
市
内
在

住
・
在
勤
不
問
）

定
員

各
講
座
50
人
（
申
込
み
先
着

順
）

受
講
料

１
講
座
５
０
０
円
（
資
料

代
含
む
）

申
込

あ
す
と
ホ
ー
ル
受
付
ま
た
は

電
話
予
約

■
あ
す
と
絵
本
の
読
み
語
り
会

年
齢
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
！
　
親

子
で
気
軽
に
楽
し
め
る
絵
本
の
読
み

語
り
会
で
す
。

日
時

１
月
22
日
㈰
　
午
前
11
時
〜

11
時
30
分

入
場

無
料

出
演

あ
す
と
絵
本
の
会
〝
し
ぃ
ず

ん
ず
〞

申
込

不
要

■
第
11
回
　
み
ん
な
が
主
役
！
　
あ

す
と
フ
ォ
ー
ク
＆
ラ
イ
ブ

年
代
に
と
ら
わ
れ
ず
、
フ
ォ
ー
ク

ソ
ン
グ
や
ギ
タ
ー
好
き
が
集
う
楽
し

い
ラ
イ
ブ
で
す
。
お
客
さ
ん
も
舞
台

に
立
っ
て
演
奏
（
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ

ク
限
定
、
事
前
要
申
込
）
し
て
い
た

だ
け
ま
す
。

日
時

１
月
29
日
㈰
　
午
後
２
時
開

演
（
午
後
１
時
30
分
開
場
）

定
員

50
人
（
申
込
み
先
着
順
）

入
場
料

５
０
０
円

出
演

吉
岡
克
浩
、
松
田
洋
子
、
小

林
泉
ほ
か

申
込

あ
す
と
ホ
ー
ル
受
付
ま
た
は

電
話
予
約

■
「
子
規
の
叔
父
、
加
藤
拓
川
が
残

し
た
絵
葉
書
ー
明
治
を
生
き
た
外
交

官
の
足
跡
ー
」

正
岡
子
規
や
秋
山
好
古
、
真
之
兄

弟
、
西
園
寺
公
望
な
ど
、
多
彩
な
人

物
と
の
交
流
や
時
代
の
よ
う
す
を
絵

葉
書
に
残
し
た
外
交
官
・
加
藤
恒
忠

（
号
・
拓
川
）。
彼
が
残
し
た
絵
葉
書

を
も
と
に
、
小
説
『
坂
の
上
の
雲
』

に
描
か
れ
る
時
代
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時

１
月
29
日
㈰
ま
で
開
催
中
（
１

月
４
日
㈬
ま
で
年
始
休
館
）
　
午
前

９
時
30
分
〜
午
後
５
時
（
入
館
は
午

後
４
時
30
分
ま
で
）

場
所

特
別
展
示
室

■
講
演
会
　
「
拓
川
と
子
規
」

日
時

１
月
14
日
㈯
　
午
後
２
時
〜

４
時

定
員

１
７
０
人
（
当
日
先
着
順
、

午
後
０
時
30
分
か
ら
整
理
券
配
布
・

午
後
１
時
30
分
か
ら
受
付
）

聴
講
料

無
料
（
要
入
館
料
）

講
師

大
阪
成
蹊
短
期
大
学
名
誉
教

授
・
和
田
克
司
氏

■
講
演
会
　
「
拓
川
と
関
西
財
界
人
」

日
時

１
月
28
日
㈯
　
午
後
２
時
〜

４
時

定
員

１
７
０
人
（
当
日
先
着
順
、

午
後
０
時
30
分
か
ら
整
理
券
配
布
・

午
後
１
時
30
分
か
ら
受
付
）

聴
講
料

無
料
（
要
入
館
料
）

講
師

経
営
史
研
究
家
・
大
塚
融
氏

■
展
示
解
説

１
月
14
日
㈯
　
午
前

11
時
〜

入
館
料

▽
一
般
…
４
０
０
円
　
▽

65
歳
以
上
、
高
校
・
大
学
生
…
３
０

０
円
　
▽
中
学
生
以
下
…
無
料

問
合

府
立
弥
生
文
化
博
物
館
（
☎

46
・
２
１
６
２
）

市
役
所
内
の
各
課
お
よ
び
出
先
施

設
に
お
け
る
一
般
事
務
補
助
業
務
を

行
う
嘱
託
員
を
募
集
し
ま
す
。

勤
務
時
間

週
29
時
間
以
下

資
格

①
平
成
24
年
４
月
１
日
現
在

で
60
歳
未
満
の
人
（
定
年
60
歳
）
で

パ
ソ
コ
ン
操
作
の
で
き
る
人
（
文
書

作
成
・
表
計
算
程
度
）
　
②
地
方
公

務
員
法
第
16
条
（
欠
格
条
項
）
に
該

当
し
な
い
人

報
酬

月
額
12
万
６
１
０
０
円

採
用
人
数

６
人

選
考
方
法

▽
一
次
試
験
…
教
養
試

験
・
作
文
（
８
０
０
字
以
内
）
　
２

月
５
日
㈰
実
施
　
▽
二
次
試
験
…
面

接
試
験
（
一
次
試
験
合
格
者
の
み
実

施
）
　
２
月
25
日
㈯
実
施
予
定

雇
用
条
件
な
ど

詳
細
に
つ
い
て
は

泉
大
津
市
一
般
事
務
補
助
非
常
勤
嘱

託
員
採
用
試
験
要
領
を
参
照

な
お
、
採
用
試
験
要
領
と
申
込
書

な
ど
は
人
事
課
窓
口
で
配
布
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可
能
で
す
。

申
込
・
問
合

１
月
11
日
㈬
〜
18
日

㈬
に
人
事
課
（
市
役
所
４
階
）
へ

勤
務
期
間

２
月
１
日
㈬
〜
３
月
31

日
㈯
（
４
月
１
日
㈰
以
降
継
続
雇
用

あ
り
）

勤
務
日
時

月
〜
金
曜
日
の
午
前
８

時
45
分
〜
午
後
５
時
15
分

業
務
内
容

乳
幼
児
健
診
で
の
保
健

指
導
、
が
ん
検
診
な
ど
保
健
事
業
、

そ
の
他
事
業
に
伴
う
事
務

資
格

保
健
師
・
助
産
師
・
看
護
師

資
格

賃
金

▽
保
健
師
・
助
産
師
…
日
額

１
万
１
４
７
０
円
　
▽
看
護
師
…
日

額
　
９
３
９
０
円

申
込
・
問
合

履
歴
書
に
資
格
免
許

（
写
）
を
添
付
し
、
１
月
24
日
㈫
ま
で

に
保
健
セ
ン
タ
ー
（
宮
町
２
ー
25

☎
33
・
８
１
８
１
）
へ

な
お
、
面
接
日
程
に
つ
い
て
は
、

後
日
連
絡
し
ま
す
。

あ
す
と
ホ
ー
ル

（
☎
20
・
６
７
７
８
）

弥
生
文
化
博
物
館
の

イ
ベ
ン
ト

平
成
24
年
度

一
般
事
務
嘱
託
員
募
集

平
成
24
年

消
防
出
初
式

産
休
代
替
保
健
師
・

助
産
師
・
看
護
師
募
集



（「
募
集
」
の
続
き
）

ア
ル
バ
イ
ト
・
パ
ー
ト
保
育
士
・

看
護
師
・
調
理
員
の
事
前
登
録
の
受

け
付
け
を
し
ま
す
。
登
録
後
、
各
保

育
所
で
ア
ル
バ
イ
ト
・
パ
ー
ト
保
育

士
・
看
護
師
・
調
理
員
の
必
要
が
生

じ
た
場
合
に
、
各
保
育
所
か
ら
雇
用

の
連
絡
を
し
ま
す
。
な
お
、
す
で
に

登
録
を
し
て
い
る
人
は
登
録
し
て
い

た
だ
く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

職
務
内
容

市
内
公
立
保
育
所
に
お

い
て
の
保
育
業
務
・
看
護
業
務
・
調

理
補
助
業
務

勤
務
時
間

▽
ア
ル
バ
イ
ト
職
…
週

40
時
間
以
内
の
勤
務
）
　
▽
パ
ー
ト

職
…
週
29
時
間
未
満
の
勤
務

年
齢
要
件
な
ど

満
20
〜
60
歳
未
満

の
保
育
士
資
格
・
正
・
准
看
護
師
・

調
理
資
格
を
有
す
る
人

応
募
・
問
合

履
歴
書
に
資
格
証
明

書
（
写
）
ま
た
は
資
格
免
許
（
写
）

を
添
付
し
児
童
福
祉
課
（
市
役
所
１

階
11
番
窓
口
）
へ

市
で
は
、
消
費
生
活
相
談
員
と
し

て
嘱
託
職
員
を
次
の
と
お
り
募
集
し

ま
す
。

採
用
資
格

年
齢
60
歳
未
満
の
人
で
、

消
費
生
活
専
門
相
談
員
、
消
費
生
活

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
消
費
生
活
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
の
資
格
の
う
ち
、
い
ず
れ

か
１
つ
を
お
持
ち
で
、
基
本
的
な
パ

ソ
コ
ン
操
作
が
で
き
る
人

採
用
人
数

１
人

選
考
方
法

面
接
試
験
（
そ
の
ほ
か

勤
務
条
件
お
よ
び
選
考
日
時
な
ど
は
、

申
込
用
紙
配
布
時
に
お
知
ら
せ
し
ま

す
）

申
込
・
問
合

産
業
政
策
課
で
配
布

す
る
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
、
消
費
生
活
専
門
相
談
員
、

消
費
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
消
費
生

活
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
う
ち
、
い
ず

れ
か
１
つ
の
資
格
を
証
す
る
書
類
の

写
し
を
添
付
し
て
、
１
月
16
日
㈪
か

ら
27
日
㈮
ま
で
に
産
業
政
策
課
（
市

役
所
１
階
２
番
窓
口
）
へ

市
で
は
、
下
校
し
て
も
就
労
な
ど

で
自
宅
に
保
護
者
が
い
な
い
小
学
１

〜
３
年
生
の
児
童
を
対
象
に
仲
よ
し

学
級
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
平
成
24

年
度
の
申
し
込
み
受
け
付
け
な
ど
に

つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

申
請
書
配
布

生
涯
学
習
課
お
よ
び

各
仲
よ
し
学
級
、
保
育
所
、
幼
稚
園

に
設
置

申
込

１
月
４
日
㈬
〜
31
日
㈫
に
生

涯
学
習
課
お
よ
び
各
仲
よ
し
学
級
、
保

育
所
、
幼
稚
園
へ
（
た
だ
し
、
仲
よ

し
学
級
は
１
月
５
日
㈭
、
幼
稚
園
は

１
月
10
日
㈫
か
ら
）

問
合

生
涯
学
習
課
（
市
役
所
３
階
）

第
６
回
泉
大
津
市
こ
ど
も
将
棋
大

会
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。
皆
さ

ん
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

な
お
、
優
勝
・
準
優
勝
・
三
位
に

は
賞
状
・
盾
・
記
念
品
を
、
ま
た
参

加
者
に
は
日
本
将
棋
連
盟
よ
り
級
位

認
定
書
を
贈
呈
し
ま
す
。

日
時

２
月
26
日
㈰
　
午
後
１
時
開

会場
所

市
民
会
館
や
わ
ら
ぎ
ホ
ー
ル

参
加
資
格

市
内
の
小
・
中
学
生

参
加
費

無
料

試
合
方
法

▽
予
選
…
リ
ー
グ
戦

▽
　
決
勝
…
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

申
込
・
問
合

１
月
27
日
㈮
ま
で
に

各
小
・
中
学
校
ま
た
は
市
民
会
館
（
☎

21
・
７
０
５
０
）
へ

市
内
在
住
で
原
則
60
歳
以
上
の
健

康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
人
、
シ
ル
バ

ー
に
登
録
し
て
就
業
し
て
み
ま
せ
ん

か
、
毎
月
入
会
説
明
会
を
行
っ
て
い

ま
す
。

日
時

１
月
17
日
㈫
　
午
後
１
時
30

分
〜

場
所

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階
第

１
会
議
室

問
合

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
☎

23
・
１
０
０
７
）

府
立
東
大
阪
高
等
職
業
技
術
専
門

校
は
、
も
の
づ
く
り
の
技
能
・
技
術

を
身
に
つ
け
る
た
め
の
公
共
職
業
訓

練
施
設
で
す
。
Ｎ
Ｃ
機
械
科
、
電
気

工
事
科
、
機
械
Ｃ
Ａ
Ｄ
科
の
来
年
度

４
月
入
校
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
受
験
料
・
授
業
料
は
無
料

で
す
。

問
合

府
立
東
大
阪
高
等
職
業
技
術

専
門
校
（
☎
０
７
２
・
９
６
４
・
８

８
３
６
）

本
市
で
は
、
住
所
地
に
よ
り
通
学

区
域
を
設
定
し
て
い
ま
す
が
、
学
校

教
育
法
施
行
令
第
８
条
の
規
定
に
よ

り
、
下
表
に
掲
げ
る
場
合
に
は
就
学

指
定
校
の
変
更
を
行
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。

な
お
、
許
可
条
件
の
理
由
お
よ
び

期
間
は
許
可
が
可
能
な
場
合
に
限
り

ま
す
の
で
、
必
ず
許
可
で
き
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
在
学
中
の

変
更
に
つ
い
て
は
、
随
時
ご
相
談
を

受
け
て
い
ま
す
。

問
合

指
導
課
（
市
役
所
３
階
）

タイトルアイコンは、対象者を表しています。  乳幼児 子ども 高齢者 親子 母子 障がい者 一般

（
無
印
）

28

消
費
生
活
相
談
員

（
嘱
託
職
員
）
募
集

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に

登
録
し
て
就
業
し
て
み
ま
せ
ん
か

就
学
指
定
校
の
変
更
に
つ
い
て

（
就
学
時
）

許可条件など
転居予定のため、新住所
地の学校に前もって就学
希望
保護者の就労の関係で親
戚・祖父母宅のある校区
の小学校へ就学希望
特に教育的配慮を必要と
するもので、教育委員会
が認めるもの

許可期間

入学から 6か月

必要とする期間

必要とする期間

必要書類
・申請書（指導課にあります）
・建築請負契約書などの写し (所在地・入居
時期が明記されているもの
・申請書（指導課にあります）
・就労証明（就業時間が明記されていること）
・親族などの承諾書

・教育委員会が必要とする書類

就学指定校変更の許可条件など

公
立
保
育
所
臨
時
職
員

事
前
登
録
募
集

仲
よ
し
学
級
の

申
し
込
み
に
つ
い
て

第
６
回
泉
大
津
市
こ
ど
も

将
棋
大
会
参
加
者
募
集

職
業
技
術
専
門
校
の

入
校
生
募
集

冬
は
、
夏
に
続
き
電
力
消
費
量
が

大
幅
に
増
え
る
季
節
で
す
。
今
年
は

特
に
震
災
に
よ
り
電
力
供
給
量
も
低

下
し
て
い
る
た
め
、
引
き
続
き
節

電
・
省
エ
ネ
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

家
庭
で
の
節
電
対
策
と
し
て
、
暖

房
の
設
定
温
度
を
可
能
な
限
り
20
℃

に
す
る
こ
と
や
、
使
っ
て
い
な
い
照

明
を
こ
ま
め
に
消
す
こ
と
が
節
電
に

つ
な
が
り
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合

生
活
環
境
課
（
市
役
所
１
階

３
番
窓
口
）

■
国
民
健
康
保
険
の
加
入
・
脱
退

会
社
を
退
職
や
就
職
し
、
社
会
保

険
の
資
格
が
な
く
な
っ
た
り
資
格
取

得
を
し
た
と
き
は
、
14
日
以
内
に
保

険
年
金
課
に
届
け
出
が
必
要
で
す
。

加
入
の
届
け
出
が
遅
れ
た
場
合
で

も
、
最
高
２
年
（
社
会
保
険
の
喪
失

日
ま
で
）
さ
か
の
ぼ
っ
て
加
入
し
保

険
料
を
支
払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
社
会
保
険
に
加
入
し
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
国
民
健
康
保
険
を
加

入
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
引
き
続

き
保
険
料
を
請
求
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

■
退
職
者
医
療
制
度
の
届
け
出
は
お

済
み
で
す
か

会
社
を
退
職
し
て
、
年
金
（
厚
生

年
金
な
ど
）
を
受
け
ら
れ
る
65
歳
未

満
の
人
と
そ
の
被
扶
養
者
は
、「
退
職

者
医
療
制
度
」
で
医
療
を
う
け
ま
す
。

対
象
と
な
る
人

①
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

65
歳
未
満
の
人

②
厚
生
年
金
や
各
種
共
済
組
合
の
年

金
を
受
け
ら
れ
る
人
で
、
そ
の
加

入
期
間
が
20
年
以
上
、
も
し
く
は

40
歳
以
降
10
年
以
上
あ
る
人

届
け
出
に
必
要
な
も
の
　
年
金
証

書
・
保
険
証
・
印
鑑

な
お
、
年
金
の
受
給
資
格
が
発
生

し
た
日
か
ら
、
退
職
者
医
療
制
度
が

適
用
さ
れ
ま
す
。
年
金
証
書
を
受
け

取
っ
た
ら
14
日
以
内
に
届
け
出
を
し

て
く
だ
さ
い
。

■
交
通
事
故
に
あ
っ
た
と
き
（
国
民

健
康
保
険
で
治
療
を
受
け
る
場
合
は
、

必
ず
届
け
出
を
！
）

交
通
事
故
な
ど
、
第
三
者
か
ら
の

行
為
に
よ
る
医
療
費
は
、
原
則
と
し

て
加
害
者
が
負
担
す
べ
き
も
の
で
す

が
、
加
害
者
が
す
ぐ
に
損
害
賠
償
を

し
て
く
れ
な
い
場
合
な
ど
に
、
被
害

者
の
負
担
を
軽
く
す
る
た
め
、
国
民

健
康
保
険
証
を
使
っ
て
治
療
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
場
合
の

医
療
費
は
、
国
民
健
康
保
険
が
一
時

的
に
立
て
替
え
て
、
あ
と
か
ら
加
害

者
に
請
求
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

交
通
事
故
で
け
が
を
し
た
場
合
な

ど
、
第
三
者
か
ら
の
行
為
に
よ
る
け

が
や
病
気
に
つ
い
て
、
国
民
健
康
保

険
証
を
使
っ
て
治
療
を
受
け
る
場
合

は
、
保
険
年
金
課
へ
届
け
出
を
し
、

「
第
三
者
行
為
に
よ
る
傷
病
届
」
を
提

出
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

届
け
出
に
必
要
な
も
の
　
保
険
証
・

印
鑑
・
交
通
事
故
証
明
書

加
害
者
か
ら
治
療
費
を
受
け
取
っ

た
り
、
示
談
を
済
ま
せ
た
り
す
る
と

国
民
健
康
保
険
証
を
使
っ
て
治
療
を

受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
示
談
の
前
に
必
ず
届
け
出

を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
国
民
健
康
保
険
料
年
間
納
付
済
額

通
知
書
を
送
付
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
、
平
成

23
年
中
（
１
〜
12
月
）
に
保
険
料
の

納
付
が
あ
っ
た
全
世
帯
に
、
当
該
期

間
に
納
付
し
て
い
た
だ
い
た
国
民
健

康
保
険
料
の
総
額
を
記
載
し
た
納
付

済
額
通
知
書
を
１
月
末
ご
ろ
に
送
付

す
る
予
定
で
す
。
所
得
税
の
確
定
申

告
や
、
市
・
府
民
税
の
申
告
を
す
る

場
合
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
必
ず
所
得
の
申
告
を
し
て
く
だ
さ

い
国
民
健
康
保
険
料
は
、
年
度
ご
と

に
世
帯
単
位
で
算
出
す
る
医
療
分
・

支
援
分
・
介
護
分
の
所
得
割
額
、
均

等
割
額
（
加
入
者
数
に
よ
り
計
算
）、

平
等
割
額
（
一
世
帯
あ
た
り
の
金
額
）

の
合
計
額
で
す
。
こ
の
所
得
割
額
は
、

前
年
中
の
総
所
得
金
額
か
ら
計
算
し

ま
す
の
で
、
必
ず
所
得
の
申
告
を
し

て
く
だ
さ
い
。

所
得
の
申
告
が
遅
れ
た
人
や
年
度

途
中
で
所
得
の
変
更
を
し
た
人
は
、
そ

の
所
得
の
判
明
し
た
時
点
で
再
度
保

険
料
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
計
算
す
る
こ

と
に
な
り
、
年
度
途
中
で
保
険
料
が

上
が
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

■
保
険
料
を
滞
納
す
る
と

特
別
な
事
情
が
な
く
保
険
料
を
滞

納
す
る
と
次
の
よ
う
な
措
置
を
と
り

ま
す
。

①
短
期
被
保
険
者
証
（
３
か
月
更
新
）

の
交
付

②
資
格
証
明
書
の
交
付
　
被
保
険
者

で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
だ
け
の

も
の
な
の
で
、
医
療
費
は
い
っ
た

ん
全
額
自
己
負
担

③
保
険
給
付
の
差
し
止
め
　
保
険
給

付
の
全
額
ま
た
は
一
部
が
差
し
止

め
ら
れ
る
。
な
お
、
納
め
な
い
で

い
る
と
、
差
し
止
め
ら
れ
た
保
険

給
付
額
か
ら
滞
納
分
が
差
し
引
か

れ
る

■
滞
納
処
分

滞
納
状
況
が
改
善
さ
れ
な
い
場
合

は
、
財
産
調
査
の
う
え
差
し
押
さ
え

な
ど
の
滞
納
処
分
を
行
い
ま
す
。

た
だ
し
、
失
業
や
災
害
な
ど
、
や

む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
保
険
料
の

納
付
が
困
難
に
な
っ
た
場
合
は
、
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

問
合

保
険
年
金
課
（
市
役
所
１
階

５
番
窓
口
）

国
民
健
康
保
険
の

お
知
ら
せ

「広報いずみおおつ」広告募集（有料） 
　「広報いずみおおつ」では、毎月広告を掲載しています。
これは、市内産業の振興を図り、良質な商品やサービスなど
に関する情報を提供するために行うものです。 
　皆さんのご理解とご協力をお願いします。 
　掲載を希望される事業者は、下記広告代理店までお問い合
わせください。 

○広告サイズ…幅 183袢×高さ 49袢（1色刷り） 
○広告掲載料…下記広告代理店へお問い合わせください。 
※広告掲載基準により取り扱いができないものがあります。 
 

申込・問合　　合同会社 IM総合企画　蕁 072・242・7997　薨 072・296・7375 

節
電
に
ご
協
力
を

29 広報いずみおおつ　平成24年1月号



（「
そ
の
他
の
お
知
ら
せ
」
の
続
き
）

事
業
主
の
皆
さ
ん
、
労
働
保
険
料

第
３
期
分
の
納
付
期
限
は
、
１
月
31

日
㈫
で
す
。
忘
れ
ず
に
納
付
し
て
く

だ
さ
い
。
労
働
保
険
料
な
ど
の
納
付

は
、
便
利
な
口
座
振
替
納
付
制
度
も

あ
り
ま
す
。

問
合

大
阪
労
働
局
労
働
保
険
徴
収

課
（
☎
０
６
・
４
７
９
０
・
６
３
３

０
）、
泉
大
津
労
働
基
準
監
督
署
（
☎

32
・
３
８
８
８
）

雇
用
保
険
を
受
給
で
き
な
い
求
職

者
の
人
が
、
職
業
訓
練
に
よ
る
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
を
通
じ
て
早
期
就
職
を
目

指
す
た
め
の
制
度
で
す
。

「
求
職
者
支
援
訓
練
」
ま
た
は
「
公

共
職
業
訓
練
」
を
受
給
で
き
ま
す
（
選

考
あ
り
。
原
則
と
し
て
受
講
料
は
無

料
、
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
は
自
己
負
担
）。

訓
練
期
間
中
お
よ
び
訓
練
終
了
後

も
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
が
積
極
的
な
就
職

支
援
を
行
い
ま
す
。

収
入
、
資
産
な
ど
の
一
定
要
件
を

満
た
す
人
に
、
訓
練
期
間
中
「
職
業

訓
練
受
講
給
付
金
」
を
支
給
し
ま
す
。

な
お
、
求
職
者
支
援
制
度
の
詳
細

に
つ
い
て
は
、
厚
生
労
働
省
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
へ
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
合

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
泉
大
津
（
泉

大
津
公
共
職
業
安
定
所
）
職
業
相
談

部
門
　
職
業
訓
練
相
談
コ
ー
ナ
ー
（
☎

32
・
５
１
８
１
）

泉
大
津
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
で
は
、

社
会
奉
仕
事
業
の
一
環
と
し
て
、
次

の
と
お
り
無
料
眼
底
・
眼
圧
検
査
を

行
い
ま
す
。

日
時

３
月
１
日
貅
　
午
後
１
時
〜

４
時

場
所

テ
ク
ス
ピ
ア
大
阪

対
象

市
内
在
住
・
在
勤
の
人

定
員

先
着
１
８
０
人

参
加
費

無
料

申
込
・
問
合

往
復
は
が
き
に
、
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
記
入
の
う

え
、
１
月
31
日
㈫
ま
で
に
、
泉
大
津

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
〒
５
９
５
ー

６
２
　
田
中
町
10
ー
７
　
蕁
32
・
１

２
６
０
）
へ

交
通
事
故
・
貸
金
・
土
地
建
物
明

渡
・
賃
料
給
料
不
払
い
・
近
隣
ト
ラ

ブ
ル
、
損
害
賠
償
な
ど
の
紛
争
内
容

を
聞
き
取
り
、
調
停
の
利
用
に
関
す

る
相
談
に
応
じ
、
調
停
手
続
き
を
説

明
し
ま
す
。

日
時
・
場
所

▽
１
月
25
日
㈬
　
午

後
１
時
〜
４
時
…
和
泉
シ
テ
イ
プ
ラ

ザ

▽
２
月
22
日
㈬
　
午
後
１
時
〜

４
時
…
岸
和
田
市
浪
切
ホ
ー
ル

費
用

無
料

申
込

当
日
会
場
で
受
付

問
合

大
阪
民
事
調
停
協
会
（
☎
０

６
・
６
３
６
３
・
３
０
９
１
）

２
月
１
日
全
国
一
斉
に
「
経
済
セ

ン
サ
ス
ー
活
動
調
査
」
を
実
施
し
ま

す
。
経
済
セ
ン
サ
ス
ー
活
動
調
査
は
、

商
店
、
旅
館
、
工
場
、
倉
庫
、
銀
行
、

学
校
、
病
院
、
学
習
塾
な
ど
農
林
漁

家
を
除
く
す
べ
て
の
事
業
所
を
対
象

に
、
経
済
活
動
の
実
態
を
明
ら
か
に

す
る
調
査
で
あ
り
、「
経
済
の
国
勢
調

査
」
と
い
え
る
も
の
で
す
。
 

経
済
セ
ン
サ
ス
ー
活
動
調
査
か
ら

得
ら
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
統
計
は
、
国

や
地
方
公
共
団
体
の
各
種
行
政
施
策

や
学
術
研
究
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
は

も
と
よ
り
、
経
営
の
参
考
資
料
と
し

て
事
業
者
の
皆
さ
ん
に
も
活
用
し
て

い
た
だ
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

１
月
下
旬
か
ら
府
知
事
任
命
の
調
査

員
証
を
携
帯
し
た
調
査
員
が
各
事
業

所
に
伺
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

提
出
し
た
調
査
票
は
、
統
計
法
に

基
づ
き
統
計
以
外
の
目
的
に
は
使
用

さ
れ
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
安
心
し
て
ご
回
答
い
た
だ
き
ま

す
と
と
も
に
、
ご
理
解
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
合

情
報
シ
ス
テ
ム
室
（
市
役
所

３
階
）

10
月
分
か
ら
の
子
ど
も
手
当
を
受

け
る
た
め
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。
対

象
者
の
人
（
中
学
校
修
了
ま
で
の
子

ど
も
を
養
育
し
て
い
る
父
母
な
ど
）
に

は
10
月
下
旬
に
申
請
書
を
送
っ
て
い

ま
す
。

平
成
24
年
３
月
末
ま
で
に
申
請
を

す
れ
ば
、
10
月
分
か
ら
手
当
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
公
務
員
は
、

勤
務
先
で
申
請
に
な
り
ま
す
）。
た
だ

し
、
10
月
１
日
以
降
に
転
出
・
転
入

し
た
人
や
、
お
子
さ
ん
が
生
ま
れ
た

人
は
出
生
日
や
転
出
予
定
日
か
ら
15

日
以
内
に
手
続
き
を
し
な
い
と
、
手

当
を
受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

12
月
15
日
ま
で
に
申
請
し
た
人
は
、

２
月
15
日
㈬
に
10
月
分
か
ら
１
月
分

を
支
給
予
定
で
す
。
申
請
が
ま
だ
の

人
は
、
早
め
の
申
請
を
お
願
い
し
ま

す
。
ご
不
明
な
点
が
あ
れ
ば
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合

児
童
福
祉
課
（
市
役
所
１
階

11
番
窓
口
）

30

タイトルアイコンは、対象者を表しています。  乳幼児 子ども 高齢者 親子 母子 障がい者 一般

（
無
印
）

ぜいきん納税・納付今月の

※納期内に納付してください。
※便利な口座振替をご利用ください。

●国民健康保険料
(普通徴収 )…………………1月分

●後期高齢者医療保険料
　(普通徴収 )…………………1月分

●介護保険料 ( 普通徴収 )……･･1 月分

▽
３
ペ
ー
ジ
の
「
思
い
出

カ
ル
タ
」
を
作
り
な
が
ら
、

そ
う
い
え
ば
最
近
カ
ル
タ

遊
び
し
て
な
い
な
あ
と
思

っ
て
い
る
う
ち
興
が
乗
り
、
凧
あ
げ

羽
根
つ
き
福
笑
い
、
あ
れ
も
こ
れ
も

久
々
に
や
っ
て
み
た
く
な
り
ま
し

た
。
早
く
来
い
来
い
お
正
月
。
 （
小
）

▽
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
私
事
で
す
が
３
年
間
の
厄
年

を
無
事
ク
リ
ア
。
特
に
災
い
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
ち
ょ
っ
と
意
識

し
て
い
た
３
年
間
。
今
年
は
、
さ
ら

に
晴
れ
や
か
な
気
持
ち
で
新
年
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
す
。
 （
濱
）

▽
去
年
の
元
旦
、
初
日
の
出
の
取
材

に
行
き
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
、
日

の
出
は
見
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
元

日
の
夜
明
け
前
、
す
が
す
が
し
い
朝

を
体
験
で
き
ま
し
た
。
担
当
者
泣
か

せ
の
初
日
の
出
、
さ
て
今
年
は
お
目

に
か
か
れ
る
で
し
ょ
う
か
。
　
（
弥
）

編集後記

平
成
24
年
経
済
セ
ン
サ
ス

活
動
調
査
を
実
施

労
働
保
険
料

納
付
期
限
は

１
月
31
日
で
す

求
職
者
支
援
制
度
が

ス
タ
ー
ト

裁
判
所
の
調
停
委
員
に
よ
る

民
事
調
停
手
続
相
談
会

眼
底
・
眼
圧
無
料
検
査

子
ど
も
手
当
の
申
請
は

３
月
末
ま
で

市
役
所
関
係
機
関
の
連
絡
先 

●  　
●  　
●  　
●  　
●  　
●  　
●
 　
●  　
●  　
●  　
●  　
●  　
●  　
●  　
●  　
●  　
●  　

水・土
コース

火・金
コース

月・木
コース

カン・ビン・せとものなど ペットボトル・食品トレイ・古紙
可
燃
ご
み
収
集
曜
日

1 日㈬、15日㈬、29日㈬

1日㈬、15日㈬、29日㈬

2日㈭、16日㈭

8日㈬、22日㈬

8日㈬、22日㈬

9日㈭、23日㈭

2月 資源ごみ

ごみ減量に向けたスローガン

　 粗大ごみ
電話申込センター

  
 
　

プロジェクト!!
ごみ減量に向けたスローガン

ジーゴジュウ

H20年度同月比
H22年度同月比

 994トン
▲253トン
▲381トン

市全体の排出量 20年度より　　 ％、
22年度より　　 ％
減量できました！

20
28

平成23年度
11月分

会民市●
病立市●
本防本消●
所役市●

市

 

 　
 　
 　
 　

 　
 　

 　
 　

 　
 　
 　

 　
 　

 　
 　
 　
 　

　

  
 
　

 
　　 
　　 

507･12蕁館会
265･23蕁院病
110･12蕁部本
311･33蕁所

 

 　
 　
 　
 　

 　
 　

 　
 　

 　
 　
 　

 　
 　

 　
 　
 　
 　

　

  
 
　

 
　　 
　　 

4507･12薨05
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み
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日
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集収み
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館編織●
館書図●
支育教●
政働労●

者齢高●
福合総●
んに●
会民市●

関
機
係
関
所
役
市

 

 　
 　
 　
 　

 　
 　

 　
 　

 　
 　
 　

 　
 　

 　
 　
 　
 　

　

  
 
　

 
　　 
　　 

544･13蕁館
650･23蕁館
644･13蕁ータンセ援支
868･32蕁課策政
920･12蕁
ベ(ータンセ援支祉福・健保者
931･32蕁ータンセ祉福
556･12蕁ンロサんじ
50712蕁館会
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3537･33薨06
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4928･12薨49
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4931･32薨09
5556･12薨55
450712薨05

土
日

・水

金・火

スーコ

木・月

スーコ

ス

曜
集
収
み
ご
燃
可

･

ーコ

0080薨
1･0080蕁
セ込申話電
みご大粗
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㈭日61、㈭日2

㈬日92、㈬日51、㈬日1

㈬日92、㈬日51、㈬日1

が障覚聴に主(0035･005･
5270蕁・)料無料話通(0035･321
くみ込し申おで話電へータンセ
の望希ごを)制料有(集収のみ

 

 　
 　
 　
 　

 　
 　

 　
 　

 　
 　
 　

 　
 　

 　
 　
 　
 　

　

  
 
　

 
　　 
　　 

㈭
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日32、㈭日9

㈬日22、㈬日

㈬日22、㈬日

象対がどな者
)帯携(2258･32･5
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健
康
づ
く
り
の
ス
タ
ー
ト
は
、
ま

ず
自
分
の
か
ら
だ
の
状
態
を
知
る
こ

と
か
ら
は
じ
ま
り
ま
す
。
市
で
は
次

の
日
程
で
、
イ
ン
ボ
デ
ィ
測
定
器
を

使
用
し
て
「
か
ら
だ
年
齢
」
を
測
定

し
ま
す
。「
最
近
体
力
が
落
ち
て
き

た
」「
足
腰
が
弱
っ
て
き
た
」
な
ど
不

安
の
あ
る
人
は
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ

い
。イ

ン
ボ
デ
ィ
測
定
で
は
、
筋
肉
、

脂
肪
、
水
分
の
バ
ラ
ン
ス
、
か
ら
だ

年
齢
な
ど
が
測
定
で
き
ま
す
。
ぺ
ー

ス
メ
ー
カ
ー
を
装
着
し
て
い
る
人
、
妊

娠
し
て
い
る
人
は
測
定
で
き
ま
せ
ん
。

な
お
、
裸
足
で
測
定
し
ま
す
。

日
時

１
月
20
日
㈮
　
午
前
10
時
〜

11
時
30
分

場
所

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

予
約

不
要

料
金

無
料

問
合

高
齢
介
護
課
（
市
役
所
１
階

８
番
窓
口
）

高
齢
者
を
対
象
に
健
康
相
談
を
実

施
し
ま
す
。

日
時

１
月
20
日
㈮
、
２
月
３
日
㈮

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

場
所

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容

検
尿
・
血
圧
測
定
・
健
康
に

関
す
る
相
談

問
合

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
☎

23
・
１
３
９
０
）

近
年
、
医
療
機
関
で
必
要
と
さ
れ

る
血
液
の
多
く
は
４
０
０
裨
献
血
と

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
体
重
が
50
㎏

以
上
の
人
は
４
０
０
裨
献
血
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
輸
血
用
血
液
の
安
全
性
を

よ
り
高
め
る
た
め
、「
本
人
確
認
」
お

よ
び
「
昭
和
55
年
か
ら
平
成
８
年
ま

で
に
通
算
１
か
月
（
31
日
）
以
上
の

英
国
滞
在
歴
の
あ
る
人
な
ど
の
献
血

制
限
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
献
血
に
際
し
て
は
、
年
齢

や
体
重
な
ど
の
条
件
も
あ
り
ま
す
。

日
時
・
場
所

▽
１
月
11
日
㈬
　
午

前
10
時
〜
午
後
４
時
…
泉
大
津
商
工

会
議
所
　
▽
26
日
㈭
　
午
前
10
時
〜

午
後
４
時
30
分
…
市
役
所

な
お
、
正
午
か
ら
午
後
１
時
ま
で

休
憩
し
ま
す
（
11
日
㈬
は
休
憩
な
し
）。

問
合

献
血
推
進
協
議
会
（
市
社
会

福
祉
協
議
会
　
☎
23
・
１
３
９
３
）

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
（
11
月
１
日
〜
30
日
取
り
扱
い
分
）。

◇
２
０
０
０
円
　
菊
地
正
代

◇
１
０
０
０
円
　
吉
田
千
代
子

◇
３
万
円
　
泉
大
津
市
フ
ォ
ー
ク
ダ

ン
ス
連
盟

◇
２
０
０
０
円
　
貫
野
ミ
ツ
子

◇
１
万
６
９
３
７
円
　
泉
大
津
市
茶

華
道
連
合
会

◇
２
２
０
０
円
　
杉
田
マ
サ
子

◇
１
万
円
　
日
下

◇
８
４
０
７
円
　
第
22
回
ク
ラ
ッ
シ

ュ
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ラ
イ
ブ
〝
音
楽

で
つ
な
が
る
笑
顔
の
街
！
　
〜
W
e

love
IZU
M
IO
TSU
〜
〞

（
敬
称
略
）

福
祉
に
役
立
て
て
と
寄
付
が
あ
り

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

◇
30
万
円
　
環
境
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ゴ

ル
フ
の
会

（
敬
称
略
）

問
合

高
齢
介
護
課
（
市
役
所
１
階

７
番
窓
口
）
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善
意
銀
行

福
祉
へ
の
寄
付

献
血
の
お
知
ら
せ

高
齢
者
健
康
相
談

イ
ン
ボ
デ
ィ
測
定
に
よ
る

「
か
ら
だ
（
体
力
）
年
齢
」
測
定
会




